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活
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一
． 

事
業
所
の
特
徴
と
変
遷

　

日
本
経
済
の
動
向　
　

日
本
経
済
は
、
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年
の
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
ま

で
い
わ
ゆ
る
高
度
経
済
成
長
期
に
入
る
。
こ
の
期
間
の
実
質
経
済
成
長
率
は
、
九
・
三
％
に
も
達
し
、
昭
和
四
十
三
年
に
は
G
N
P

が
資
本
主
義
国
第
二
位
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
（
景
気
を
測
る
指
標
と
し
て
、
主
に
G
N
P
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
平
成
五

年
よ
り
国
内
の
景
気
を
よ
り
正
確
に
反
映
す
る
指
標
と
し
て
G
D
P
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）。

　

し
か
し
、
昭
和
四
十
六
年
八
月
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
が
、
ド
ル
と
金
の
交
換
停
止
を
含
む
新
経
済
政
策
を
発
表
し
、

そ
れ
ま
で
の
ド
ル
・
金
を
基
軸
と
し
た
世
界
経
済
の
体
制
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
た
。
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
昭
和

四
十
八
年
、
第
四
次
中
東
戦
争
が
勃
発
し
、
ア
ラ
ブ
産
油
国
が
石
油
供
給
削
減
を
手
段
と
し
て
利
用
し
、
O
P
E
C
（
石
油
輸
出
国

機
構
）
は
大
幅
な
石
油
の
値
上
げ
を
行
な
っ
た
。
こ
の
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
わ
が
国
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
石
油
関
連

製
品
の
急
激
な
値
上
が
り
、
そ
れ
に
伴
う
生
活
用
品
の
品
不
足
が
お
こ
り
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
奪

い
合
い
が
起
こ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
年
あ
た
り
か
ら
物
価
の
狂
乱
も
収
ま
り
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
脱
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す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
高
度
成
長
は
終
わ
り
を
告
げ
、
日
本
経
済
は
安
定
成
長
の
時
代
に
入
っ
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
実
施
さ
れ
た
金
融
緩
和
政
策
に
よ
っ
て
地
価
の
上
昇
が
始
ま
り
、
や
が
て
株
価
や
地
価
が
金
融
状
況
や

収
益
状
況
か
ら
乖か

い

離り

し
て
急
激
に
上
昇
し
、
土
地
や
金
融
資
産
へ
の
過
剰
投
資
が
一
層
地
価
や
株
価
の
上
昇
を
も
た
ら
し
、「
バ
ブ
ル

経
済
」
が
現
出
し
た
。
地
価
は
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
に
最
高
値
を
つ
け
、
そ
の
後
急
落
し
、「
バ
ブ
ル
経
済
」
が
崩
壊
し
、
戦
後

最
悪
と
い
わ
れ
た
激
し
い
不
況
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
の
不
況
も
平
成
十
三
年
に
底
を
打
ち
、
そ
の
後
平
成
十
九
年
秋
ま
で
戦
後
最
長

と
い
わ
れ
る
六
九
か
月
に
及
ぶ
好
景
気
を
続
け
た
。

　

こ
の
時
期
、
本
市
の
経
済
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
本
市
は
大
阪
・
神
戸
の
両
都
市

間
に
位
置
し
、
閑
静
な
住
宅
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
そ
の
歴
史
的
環
境
か
ら
、
本
市
に
お
け
る
産
業
は
、
第
四
節
で
詳
述
す

る
よ
う
に
、
第
一
次
産
業
（
農
業
・
漁
業
）、
第
二
次
産
業
（
製
造
業
）
の
比
率
は
き
わ
め
て
低
く
、
市
内
に
存
在
す
る
事
業
所
の

多
く
は
小
売
業
や
、
個
人
経
営
の
事
業
所
（
医
院
・
学
習
塾
な
ど
）
で
、
第
三
次
産
業
（
サ
ー
ビ
ス
業
）
を
中
心
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

事
業
所
の
変
遷　
　

2
‐
1
は
、
本
市
内
の
事
業
所
数
と
従
業
員
数
の
変
遷
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
第
12
欄
の

「
サ
ー
ビ
ス
業
」
に
は
、
法
律
事
務
所
・
寺
院
・
教
会
・
私
立
学
校
な
ど
経
済
活
動
を
主
と
し
な
い
事
業
所
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ

の
事
業
所
数
・
従
業
員
数
を
除
外
し
た
数
字
を
「
総
数
」
欄
の
カ
ッ
コ
内
に
示
し
た
。
カ
ッ
コ
内
の
数
字
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
変
遷
を

検
討
し
て
み
た
い
。

　

事
業
所
数
で
は
、
昭
和
四
十
年
代
は
一
二
〇
〇
か
ら
一
三
〇
〇
台
で
推
移
し
た
が
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
脱
し
経
済
危
機
を
克
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服
し
た
昭
和
五
十
年
代
後
半
に
は
一
八
〇
〇
台
に
達
し
、「
バ
ブ
ル
経
済
」
時
の
平
成
三
年
に
は
二
〇
〇
〇
台
を
突
破
し
た
。
し
か

し
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
平
成
不
況
の
影
が
本
市
に
も
影
響
を
与
え
、
平
成
八
年
に
は
一
六
〇
〇
台
と
な
り
、
平
成
三
年
時
の

二
〇
％
近
く
減
少
し
、
平
成
十
八
年
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
一
六
〇
〇
台
で
推
移
し
て
い
る
。

　

従
業
員
数
は
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
五
十
年
代
前
半
の
七
〇
〇
〇
人
台
か
ら
五
十
年
代
後
半
以
後
一
万
人
を
突
破
し
、
平
成
三
年

の
一
万
二
六
〇
二
人
を
ピ
ー
ク
に
そ
の
後
一
万
一
〇
〇
〇
人
台
で
推
移
し
て
お
り
、
昭
和
五
十
年
代
後
半
以
降
は
従
業
員
数
に
大
き

な
変
動
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

事
業
所
一
か
所
あ
た
り
の
従
業
員
数
の
変
化
を
ほ
ぼ
十
年
ご
と
に
み
る
と
、
昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
で
は
一
か
所
あ
た
り

五
・
三
〇
人
、
昭
和
五
十
六
年
で
は
五
・
二
四
人
、
平
成
三
年
で
は
六
・
三
〇
人
、
平
成
十
三
年
で
は
七
・
〇
四
人
と
な
り
、
時
代
を

追
っ
て
事
業
所
一
か
所
あ
た
り
の
平
均
従
業
員
数
が
一
貫
し
て
増
加
し
、
本
市
に
お
け
る
事
業
所
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
判
明
す
る
。
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2-1　
市

内
事

業
所

数
・

従
業

員
数

の
変

遷
　

 （
資

料
）「

市
統

計
書

」
注

1. 第
12欄「

サ
ービ

ス
業

」に
は

、理
容・美

容
業

、葬
儀

業
、法

律
事

務
所

、著
述

業
、私

立
病

院・医
院

、寺
院・教

会
、私

立
学

校
、福

祉
事

業
など

、第
11欄

まで
に

分
類

され
な

い
全

て
の

民
営

事
業

所
が

含
まれ

て
い

る
。　

2. 各
欄（

　
）内

の
数

字
は

、第
12欄「

サ
ービ

ス
業

」の
数

字
を

除
い

て
算

出し
た

数
値（「

総
数

欄
」は

実
数

、他
は

％
）で

ある
。

年
総

数
1

農
業

2
林

業
3

漁
業

4
鉱

業
5

建
設

業
6

製
造

業
7

卸・小
売

業
8

金
融・保

険
業

9
不

動
産

業
10

運
輸・通

信
業

11
電気・ガス・水道

12
サ

ー
ビ

ス
業

昭
和

41（
1966）

　
事

業
所

数
1,778（

1225）
1（

0.1%
）

99（
8.1％

）
55（

4.5％
）

904（
73.8％

）
30（

2.4％
）

94（
7.7％

）
33（

2.7％
）

9（
0.7％

）
553

　
従

業
員

数
8,178（

4,642）
不

明
不

明
不

明
3,418（

73.6%
）

383（
8.3%

）
不

明
729（

15.7%
）

112（
2.4%

）
3,536

昭
和

47（
1972）

　
事

業
所

数
2,014（

1,368）
4（

0.3%
）

1（
0.1%

）
1（

0.1%
）

112（
8.2％

）
62（

4.5％
）

1,009（
73.8％

）
33（

2.4％
）

100（
7.3）

39（
2.9％

）
7（

0.5％
）

646
　

従
業

員
数

11,302（
7,244）

4（
0.1%

）
不

明
不

明
750（

10.3%
）

687（
9.5%

）
3,999（

55.2%
）

578（
8.0%

）
288（

4.0%
）

861（
11.9%

）
77（

1.0%
）

4,058
昭

和
50（

1975）
　

事
業

所
数

2,031（
1,440）

3（
0.2%

）
116（

8.1%
）

58（
4.0%

）
1,095（

76.0%
）

34（
2.4%

）
106（

7.4%
）

26（
1.8%

）
2（

0.1%
）

591
　

従
業

員
数

9,849（
7,108）

4（
0.1%

）
981（

13.8%
）

523（
7.4%

）
4,367（

61.4%
）

485（
6.8%

）
334（

4.7%
）

403（
5.7%

）
11（

0.1%
）

2,741
昭

和
56（

1981）
　

事
業

所
数

2,641（
1,854）

3（
0.2%

）
1（

0.1%
）

143（
7.7%

）
70（

3.8%
）

1,366（
73.7%

）
39（

2.0%
）

199（
10.7%

）
31（

1.7%
）

2（
0.1%

）
787

　
従

業
員

数
13,452（

9,709）
6（

0.1%
）

1
1,037（

10.7%
）

578（
5.9%

）
6,413（

66.0%
）

562（
5.8%

）
627（

6.5%
）

469（
4.8%

）
16（

0.2%
）

3,743
昭

和
61（

1986）
　

事
業

所
数

2,866（
1,998）

1（
0.1%

）
163（

8.2%
）

70（
3.5%

）
1,459（

73.0%
）

42（
2.1%

）
228（

11.4%
）

34（
1.7%

）
1（

0.1%
）

868
　

従
業

員
数

15,366（
10,815）

2
887（

8.2%
）

591（
5.5%

）
7,288（

67.4%
）

632（
5.8%

）
792（

7.3%
）

606（
5.6%

）
17（

0.2%
）

4,551
平

成
3（

1991）
　

事
業

所
数

2,891（
2,001）

1
156（

7.8%
）

79（
3.9%

）
1,406（

70.3%
）

52（
2.6%

）
267（

13.4%
）

39（
2.0%

）
1

890
　

従
業

員
数

17,990（
12,602）

20（
0.2%

）
959（

7.6%
）

597（
4.7%

）
8,666（

68.8%
）

781（
6.2%

）
996（

7.9%
）

565（
4.5%

）
18（

0.1%
）

5,388
平

成
8（

1996）
　

事
業

所
数

2,441（
1,646）

138（
8.4%

）
43（

2.6%
）

1,150（
69.9%

）
49（

3.0%
）

238（
14.4%

）
25（

1.5%
）

3（
0.2%

）
795

　
従

業
員

数
16,684（

11,234）
1,006（

9.0%
）

309（
2.8%

）
7,734（

68.8%
）

667（
5.9%

）
989（

8.8%
）

473（
4.2%

）
56（

0.5%
）

5,450
平

成
13（

1999）
　

事
業

所
数

2,480（
1,652）

1（
0.1%

）
116（

7.0%
）

45（
2.7%

）
1,168（

70.7%
）

41（
2.5%

）
252（

15.2%
）

26（
1.6%

）
3（

0.2%
）

828
　

従
業

員
数

17,605（
11,623）

10（
0.1%

）
767（

6.6%
）

383（
3.3%

）
8,376（

72.1%
）

512（
4.4%

）
914（

7.9%
）

630（
5.4%

）
31（

0.2%
）

5,982
平

成
18（

2006）
　

事
業

所
数

2,569（
1,660）

4（
0.2%

）
102（

6.2%
）

45（
2.7%

）
1,163（

70.1%
）

29（
1.8%

）
281（

16.9%
）

34（
2.0%

）
2（

0.1%
）

909
　

従
業

員
数

19,497（
11,293）

17（
0.2%

）
692（

6.1%
）

498（
4.4%

）
7,977（

70.6%
）

404（
3.6%

）
937（

8.3%
）

739（
6.5%

）
29（

0.3%
）

8,204
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注）市内の従業者規模別事業所数および従業者数の概要（各年の事業所統計
調査報告より抄出）

2-2　市内の従業者規模別事業所数および従業者数の概要　（資料）「事業所統計」

区　　分
S61.7.1 H3.7.1 H8.10.1 H13.10.1 H18.10.1

総　　数 総　　数 総　　数 総　　数 総　　数
事業所 従業者 事業所 従業者 事業所 従業者 事業所 従業者 事業所 従業者

全　産　業 2866 15366 2891 17990 2539 19897 2581 20671 2569 19497
建設業

総合工事業 72 543 66 546 67 678 62 521 59 482
職別工事業（設備工事業を除く） 60 196 60 258 45 169 28 113 23 85
設備工事業 31 148 30 155 26 159 26 133 20 125

製造業
食料品製造業 13 114 13 129 8 55 12 117 15 215
繊維及び衣服・その他の繊維製品製造業 20 203 17 160 7 82 5 53 3 42
家具・装備品製造業 4 11 4 17 1 3 2 23 2 6
印刷・同関連業 8 27 9 55 7 34 4 20 2 13
一般機械器具製造業 4 30 5 37 3 28 2 25 2 7
電気機械器具製造業 4 20 6 26 5 23 4 16 3 19

情報通信業
通信業 4 118 4 55 3 19 8 29 15 111

運輸業
道路旅客運送業 13 317 11 176 6 251 5 412 5 365
道路貨物運送業 11 99 12 133 7 70 4 57 9 142

各種商品小売業
百貨店、総合スーパー 5 642 2 428 6 148 5 628 2 346
呉服・服地・寝具小売業 34 101 23 64 12 39 8 27 9 20
男子服小売業 24 74 17 44 12 23 6 24 2 8
婦人・子供服小売業 85 282 133 512 122 408 110 373 117 461
靴・履物小売業 18 39 17 47 10 51 9 21 8 20
各種食料品小売業 36 449 26 589 31 998 28 587 26 689
酒小売業 41 134 49 186 42 148 48 184 29 114
食肉小売業 17 51 14 49 7 30 4 34 3 13
鮮魚小売業 21 48 13 26 9 30 10 22 8 20
野菜・果実小売業 34 88 27 76 15 33 17 62 12 34
菓子・パン小売業 89 449 73 607 49 373 49 405 49 317
米穀類小売業 28 93 19 53 14 38 12 26 10 23
自動車小売業 17 71 12 105 15 105 13 90 18 113
自転車小売業 17 40 16 34 8 14 7 19 5 15
家具・建具・畳小売業 21 66 21 99 18 60 16 65 15 44
機械器具小売業 36 151 30 138 27 194 21 161 18 89
医薬品・化粧品小売業 56 196 55 211 53 298 52 337 57 380
農耕用品小売業 1 3 1 1 2 5 5 13 1 2
燃料小売業 22 143 20 165 19 158 17 147 16 142
書籍・文房具小売業 67 590 61 593 48 516 43 576 31 430

金融・保険業
銀行業（信託業 H3含） 5 162 12 293 11 227 11 206 5 188
保険業（保険媒介代理業等を含む） 23 315 24 346 22 278 14 166 11 116

不動産業
不動産取引業 76 300 101 478 78 314 85 317 87 380
不動産賃貸業・管理業 152 492 166 518 161 688 168 608 194 557
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次
に
、
産
業
分
野
を
よ
り
細
か
く
分
け
た
中
分
類
・
小
分
類
の
数
値
も
参
考
に
し
な
が
ら
業
種
別
に
み
て
み
る
と
、
既
に
指
摘
し

た
よ
う
に
、
卸
売
業
・
小
売
業
が
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
平
成
十
年
代
ま
で
一
貫
し
て
全
事
業
所
数
の
七
〇
％
前
後
を
占
め
て
い

る
。
従
業
員
数
に
お
い
て
も
昭
和
五
十
年
代
以
降
は
総
従
業
員
数
の
六
〇
か
ら
七
〇
％
台
を
占
め
て
い
る
。
本
市
の
住
宅
都
市
と
し

て
の
特
徴
を
反
映
し
て
、
小
売
業
の
衣
料
品
店
・
食
料
品
店
・
飲
食
店
が
大
半
を
占
め
、
本
市
民
の
日
常
消
費
を
支
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
（
卸
売
業
は
全
卸
売
・
小
売
業
数
の
五
％
に
す
ぎ
な
い
）。
し
か
し
、
こ
の
事
業
所
数
も
昭
和
六
十
一
年
の
一
四
五
九
を

ピ
ー
ク
に
平
成
八
年
以
降
は
一
一
〇
〇
台
、
約
二
〇
％
の
減
少
を
示
し
て
い
る
。

　

各
種
商
品
小
売
業
で
み
る
と
、
婦
人
・
子
供
服
小
売
業
が
、
昭
和
六
十
一
年
八
五
店
、
平
成
三
年
一
三
三
店
と
増
加
し
、
そ
の
後

一
二
〇
か
ら
一
一
〇
店
で
推
移
し
、
平
成
十
八
年
で
は
一
一
七
店
で
、
小
売
業
で
は
も
っ
と
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
本
市
が
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
や
服
飾
の
分
野
で
大
き
な
位
置
を
占
め
、
買
い
回
り
品
と
し
て
他
都
市
か
ら
も
顧
客
を
集
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
業

員
数
で
み
て
も
平
成
期
を
通
じ
て
四
〇
〇
か
ら
五
〇
〇
人
規
模
で
推
移
し
て
い
る
。
事
業
所
一
所
あ
た
り
の
従
業
員
数
を
み
る
と
、

昭
和
六
一
年
三
・
三
二
人
、
平
成
三
年
三
・
八
五
人
、
平
成
八
年
三
・
三
四
人
、
平
成
十
三
年
三
・
三
九
人
、
平
成
十
八
年
三
・
九
四
人

と
な
っ
て
お
り
、
平
成
十
三
年
以
降
、
従
業
員
数
で
み
る
限
り
事
業
所
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

食
料
品
小
売
業
関
係
で
は
、
菓
子
・
パ
ン
小
売
業
が
注
目
さ
れ
る
。
昭
和
六
十
一
年
で
は
八
九
店
、
平
成
三
年
七
三
店
、
平
成
八

年
以
降
四
十
九
店
で
、
そ
れ
以
前
に
比
べ
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
他
の
食
料
品
小
売
業
の
事
業
所
数
に
比
べ
て
群
を

抜
い
て
多
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
時
代
を
通
じ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
服
飾
と
並
ん
で
「
ス
イ
ー
ツ
」
が
本
市
を
代
表
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
一
事
業
者
あ
た
り
の
従
業
員
数
は
、
昭
和
六
十
一
年
五
・
〇
四
人
、
平
成
三
年
八
・
三
二
人
、
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平
成
八
年
七
・
六
一
人
、
平
成
十
三
年
八
・
二
七
人
、
平
成
十
八
年
六
・
四
七
人
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
六
か
ら
八
人
を
維
持
し
て
い

る
。

　

不
動
産
業
は
、
全
事
業
所
数
に
占
め
る
割
合
が
昭
和
四
十
年
代
の
七
％
台
か
ら
、
平
成
三
年
に
は
一
三
％
、
平
成
十
三
年
に

は
一
五
％
、
平
成
十
八
年
に
は
一
七
％
弱
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
実
数
で
も
昭
和
五
十
年
代
の
一
〇
〇
台
か
ら
平
成
三
年
に

は
二
六
七
、
平
成
十
八
年
に
は
二
八
一
に
増
加
し
て
い
る
。
平
成
十
八
年
で
は
、
不
動
産
業
総
数
の
う
ち
賃
貸
業
・
管
理
業
が

一
九
四
で
、
不
動
産
業
全
体
の
六
九
・
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
平
成
三
年
の
場
合
も
総
数
二
六
七
の
う
ち
賃
貸
業
・
管
理
業
は

一
六
六
、六
二
・
二
％
を
占
め
、
大
き
な
変
動
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
い
う
賃
貸
業
・
管
理
業
と
は
、
土
地
や
家
屋
の
所
有
者
が
他

人
に
そ
れ
ら
を
貸
し
付
け
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
具
体
的
に
は
「
地
主
・
家
主
」
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
ち
な
み
に
、
全
世
帯
の
う

ち
地
代
・
家
賃
を
支
払
っ
て
い
る
世
帯
割
合
は
、
平
成
十
一
年
で
県
市
部
平
均
が
三
一
・
〇
％
に
対
し
、
本
市
は
三
六
・
一
％
で
あ

り
、
土
地
・
家
屋
の
賃
貸
借
関
係
が
県
下
他
都
市
と
比
べ
て
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
一
事
業
所
あ
た
り
の
従
業
員

数
は
、
平
成
八
年
の
四
・
一
六
を
除
い
て
ほ
か
の
年
度
は
三
人
台
で
、
い
ず
れ
の
年
度
で
も
全
事
業
所
平
均
人
数
（
四
・
九
～
七
・
〇

人
）
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
（
2
‐
1
・
2
‐
2
）。

　

建
設
業
の
事
業
所
数
は
、
昭
和
六
十
一
年
の
一
六
三
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
平
成
十
八
年
に
は
一
〇
二
と
な
り
、
ピ
ー
ク
時
の
三

分
の
二
に
ま
で
激
減
し
て
い
る
。
一
〇
二
の
う
ち
工
務
店
な
ど
の
総
合
工
事
業
は
半
数
強
を
占
め
（
五
九
）、
大
工
・
左
官
な
ど
の

職
別
工
事
業
は
二
三
を
数
え
、
水
道
・
電
気
敷
設
な
ど
の
設
備
工
事
は
二
〇
と
な
っ
て
い
る
。
従
業
員
数
は
全
体
で
、
平
成
八
年
の

一
〇
〇
六
人
を
ピ
ー
ク
に
、
平
成
十
八
年
で
は
六
九
二
人
、
事
業
所
数
と
同
様
ピ
ー
ク
時
の
三
分
の
二
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
本
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市
に
お
け
る
建
設
業
の
ウ
エ
イ
ト
が
平
成
に
入
っ
て
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

製
造
業
に
関
し
て
は
、
事
業
所
数
は
昭
和
四
十
年
代
は
五
五
か
ら
六
〇
で
推
移
し
、
五
十
年
代
後
半
に
七
〇
に
達
し
、
平
成
三
年

の
七
九
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
平
成
十
八
年
に
は
四
五
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
事
業
所
総
数
に
占
め
る
比
率
も
昭
和
四
十
七

年
の
四
・
五
％
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
平
成
八
年
以
降
は
二
・
六
か
ら
二
・
七
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
具
体
的
な
業
種
で
平
成
三

年
と
平
成
十
八
年
を
比
較
し
て
み
る
と
、 

ま
ず
食
料
品
製
造
業
に
お
い
て
は
、
平
成
三
年
が
一
三
、
平
成
十
八
年
が
一
五
で
、
大
き

な
増
減
は
み
ら
れ
な
い
。
繊
維
製
品
製
造
業
で
は
、
平
成
三
年
が
一
七
、
平
成
十
八
年
が
三
で
、
大
幅
な
減
少
が
み
ら
れ
る
。
出
版

印
刷
関
連
の
事
業
所
数
は
九
か
ら
二
に
、
家
具
製
造
が
四
か
ら
二
に
、
一
般
機
械
器
具
や
電
気
機
械
器
具
は
じ
め
そ
の
他
の
分
野
で

も
大
幅
な
減
少
が
み
ら
れ
る
。
平
成
初
年
代
（
一
九
九
〇
年
代
）
か
ら
日
本
企
業
の
中
国
は
じ
め
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
へ
の
海
外
移
転

が
顕
著
に
な
り
、
大
企
業
だ
け
で
な
く
中
小
企
業
も
そ
の
生
産
拠
点
を
海
外
に
移
す
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
市
に

お
け
る
製
造
業
の
減
少
も
、
こ
う
し
た
日
本
の
現
状
を
反
映
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
従
業
員
数
も
、
平
成
三
年
で
総
従
業
員
数
の

四
・
七
％
、
平
成
十
八
年
で
四
・
四
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。

　

金
融
・
保
険
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
総
数
は
平
成
三
年
の
五
二
を
ピ
ー
ク
に
平
成
八
年
に
四
九
、
平
成
十
三
年
に
四
一
と
な

り
、
平
成
十
八
年
に
は
二
九
に
激
減
し
、
ピ
ー
ク
時
の
約
半
分
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
銀
行
・
信
託
業
が
一
二
か
ら
五
に
、

保
険
業
が
二
四
か
ら
一
一
に
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
る
。
銀
行
・
信
託
銀
行
な
ど
の
合
併
・
統
合
な
ど
に
よ
っ
て
支
店
数
が
減
少
し

た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
数
字
に
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。
従
業
員
数
も
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
平
成
三
年
の
七
八
一
人
を
ピ
ー
ク
に

平
成
十
八
年
に
は
四
〇
四
人
に
減
少
し
て
い
る
。
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運
輸
・
通
信
業
で
は
、
昭
和
・
平
成
を
通
じ
て
そ
の
事
業
所
数
に
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
昭
和
四
十
七
年
と
平
成
三
年
に

三
九
の
最
大
数
を
記
録
し
て
い
る
が
、
平
成
八
年
に
は
二
五
に
減
少
、
平
成
十
八
年
に
は
三
四
と
、
多
少
も
ち
直
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
こ
こ
で
も
時
代
の
変
化
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
道
路
旅
客

運
送
業
は
、
平
成
三
年
の
一
一
か
ら
平
成
十
八
年
の
五
に
、
道
路
貨
物
運
送
業
は
一
二
か
ら
九
に
、
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
る
。
そ

れ
に
反
し
て
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
情
報
通
信
業
は
、
平
成
三
年
の
わ
ず
か
四
か
ら
一
五
に
増
加
し
て
い
る
。
従
業

員
数
で
み
て
も
、
平
成
三
年
で
は
情
報
通
信
業
従
事
者
が
五
五
人
、
平
成
十
八
年
で
は
一
一
一
人
で
、
こ
の
十
三
年
間
で
も
約
二
倍

に
増
加
し
て
い
る
。

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
第
一
の
特
徴
は
本
市
内
の
事
業
所
の
あ
り
方
も
、
日
本
経
済
全
体
の
変
化
の
波
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
で
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
経
済
が
ボ
ー
ダ
レ
ス
に
な
っ
て
い
く
な
か
で
地
域
に
お
い
て
も
広
域
を
カ

バ
ー
す
る
量
販
店
や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
店
な
ど
が
増
加
し
、
零
細
小
売
店
の
減
少
が
目
立
っ
て
お
り
、
本
市
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

第
二
に
、
本
市
独
自
の
特
徴
で
あ
る
地
理
的
条
件
、
交
通
条
件
の
利
便
性
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
、「
知
的
水
準
が
高
く
、
豊
富
な
商
品

知
識
を
も
っ
た
全
国
的
に
み
て
も
所
得
水
準
の
高
い
市
民
が
多
」（『
第
一
次
芦
屋
市
総
合
計
画
』、
六
九
頁
）
く
、
大
阪
・
神
戸
両
都

市
を
控
え
、
購
買
力
の
市
外
流
出
が
大
き
い
こ
と
も
、
市
内
事
業
所
の
減
少
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た

い
。
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二
． 

市
内
の
総
生
産
と
所
得

　

市
内
の
総
生
産　
　

日
本
人
、
外
国
人
を
問
わ
ず
国

内
の
職
場
で
働
き
、
生
産
物
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し

た
一
年
間
の
合
計
を
貨
幣
価
値
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
を

国
内
総
生
産
（
G
D
P
）
と
い
い
、（
日
本
企
業
が
海
外

で
生
産
し
た
も
の
や
サ
ー
ビ
ス
は
含
ま
な
い
）、
そ
の

国
の
経
済
活
動
の
重
要
な
指
標
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

2
‐
3
は
、
本
市
と
近
隣
都
市
（
西
宮
市
・
尼
崎

市
）
の
三
年
ご
と
の
総
生
産
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
い
う
「
総
生
産
」
と
は
、
市
内
の
企
業
や

店
舗
が
一
年
間
に
生
産
し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

た
り
し
た
も
の
を
、
重
複
を
除
い
て
（
例
え
ば
、
A
工

場
で
生
産
さ
れ
た
小
麦
粉
を
使
っ
て
B
店
で
パ
ン
を

作
っ
て
売
っ
た
場
合
、
B
店
の
生
産
量
は
仕
入
れ
た
小

2-3　本市および近隣都市総生産表
（資料）「平成 18 年度市町民経済計算：県統計課」　※市町民経済計算は遡及

改定を行なうため、既公表の過年度計数と異なることがある。

単位：総生産＝百万円、1 人あたり総生産＝千円
平成3（1991）年度 平成6（1994）年度 平成9（1997）年度

芦屋市
　総生産 174,254 158,233 180,479
　1 人あたり総生産 8,356 7,796 8,937
西宮市
　総生産 1,094,458 1,030,996 1,178,819
　1 人あたり総生産 7,752 7,374 8,537
尼崎市
　総生産 1,935,070 1,887,556 1,854,055
　1 人あたり総生産 8,324 8,294 8,547

平成12（2000）年度 平成15（2003）年度 平成18（2006）年度
芦屋市
　総生産 190,791 190,177 207,552
　1 人あたり総生産 8,381 7,681 8,008
西宮市
　総生産 1,070,462 1,090,914 1,130,180
　1 人あたり総生産 7,352 7,086 6,857
尼崎市
　総生産 1,643,066 1,507,791 1,783,082
　1 人あたり総生産 7,582 7,164 8,104
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麦
粉
の
価
格
を
引
い
た
残
り
と
な
る
）
貨
幣
価
値
で
合
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
当
該
地
域
で
一
年
間
に
行
な
わ
れ

た
生
産
活
動
の
総
和
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
本
市
の
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
の
総
生
産
は
一
七
四
二
億
五
四
〇
〇
万
円
で
、
平
成
六
年
度
は
一
五
八
二
億
円
台
、

平
成
三
年
に
比
べ
て
約
一
〇
％
減
少
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
年
度
の
一
月
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
こ
り
、
二
・
三
月
と
ほ

と
ん
ど
市
内
の
事
業
所
は
操
業
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
そ
の
後
若
干
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
生
産
量
は
順
調
に

伸
び
て
、
平
成
十
八
年
に
は
二
〇
〇
〇
億
円
を
超
え
て
い
る
。

　

市
内
総
生
産
量
に
お
い
て
、
隣
接
す
る
西
宮
市
や
尼
崎
市
の
一
兆
円
を
超
え
る
規
模
に
比
べ
れ
ば
、
本
市
の
数
値
は
、
西
宮
市
の

一
五
か
ら
一
八
％
、
尼
崎
市
の
八
か
ら
一
二
％
に
す
ぎ
ず
、
き
わ
め
て
小
さ
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
前
項
で
検
討
し

た
よ
う
に
、
本
市
は
住
宅
都
市
と
し
て
の
性
格
か
ら
、
事
業
所
の
業
種
も
そ
の
七
〇
％
が
小
売
業
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
製
造
業
は

事
業
所
総
数
の
二
か
ら
四
％
に
す
ぎ
ず
、
従
業
員
数
も
三
〇
〇
か
ら
六
〇
〇
人
程
度
で
あ
る
。
市
と
し
て
も
、
既
存
工
場
は
住
環
境

を
阻
害
し
な
い
適
地
に
集
約
す
る
こ
と
や
、
住
民
生
活
に
直
接
関
係
の
な
い
も
の
は
新
規
設
立
を
認
め
な
い
方
針
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
工
業
生
産
を
抑
制
し
、
市
内
の
良
好
な
住
環
境
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
第
一
義
と
す
る
本
市
の
特
徴
が
総
生
産
の
数
値

に
も
現
れ
て
い
る
。

　

次
に
就
業
者
一
人
あ
た
り
の
総
生
産
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　

こ
こ
で
い
う
就
業
者
と
は
、
市
内
の
事
業
所
で
働
く
人
々
を
い
い
、
必
ず
し
も
市
内
在
住
者
を
意
味
し
な
い
。

　

本
市
の
平
成
三
年
度
の
数
値
は
八
三
五
万
六
〇
〇
〇
円
で
、
平
成
六
年
度
で
約
七
％
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
後
回
復
を
み
せ
、
平

一
九
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成
九
年
度
に
九
〇
〇
万
円
近
く
に
達
し
、
平
成
十
五
年
に
七
六
〇
万
円
台
に
落
ち
る
が
、
平
成
十
八
年
に
は
ふ
た
た
び
八
〇
〇
万
円

台
を
回
復
し
て
い
る
。

　

西
宮
市
と
比
べ
れ
ば
、
ど
の
時
期
を
と
っ
て
も
、
本
市
の
方
が
高
く
、
特
に
平
成
十
二
、十
八
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
約

一
四
％
、
一
七
％
高
く
な
っ
て
い
る
。
尼
崎
市
と
比
較
し
て
も
、
平
成
六
年
度
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
年
度
で
本
市
の
数
値
が
上

回
っ
て
お
り
、
平
成
十
二
年
度
で
は
一
一
％
、
平
成
十
五
年
度
で
も
七
％
上
回
っ
て
い
る
。
本
市
内
の
事
業
所
の
生
産
性
が
近
隣
都

市
と
比
べ
て
も
、
高
い
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

西
宮
・
尼
崎
両
市
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
第
二
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
も
高
く
、
阪
神
工
業
地
帯
の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
、
わ
が

国
全
体
の
経
済
動
向
の
影
響
を
直
接
受
け
る
こ
と
が
多
い
。
主
と
し
て
市
内
お
よ
び
そ
の
近
隣
の
地
域
を
商
圏
と
す
る
小
売
業
が
経

済
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
本
市
は
、
西
宮
・
尼
崎
両
市
に
比
べ
れ
ば
、
経
済
変
動
の
影
響
は
間
接
的
で
、
比
較
的
安
定
し
た
経

済
活
動
＝
総
生
産
を
維
持
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

市
内
の
所
得　
　

働
い
て
得
た
賃
金
や
、
投
資
を
し
て
得
た
利
益
、
土
地
や
家
屋
を
貸
し
て
受
け
取
る
地
代
・
家
賃
な
ど
、（
そ
れ

が
生
ず
る
場
所
が
市
内
か
市
外
か
を
問
わ
ず
）
市
内
に
住
む
人
々
が
経
済
活
動
を
し
て
獲
得
し
た
も
の
を
所
得
と
呼
ぶ
。
2
‐
4

は
、
本
市
と
そ
の
近
隣
の
都
市
の
年
間
所
得
と
一
人
あ
た
り
所
得
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
本
市
の
年
間
所
得
は
、
平
成
三
か
ら
十
八
年
度
ま
で
（
平
成
六
年
度
を
除
い
て
）
三
二
〇
〇
億
円
か
ら
三
四
〇
〇
億
円
台

を
維
持
し
て
い
る
。
平
成
六
年
度
に
は
、
二
九
〇
〇
億
円
に
減
少
す
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
年
度
に
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
惨
事
が
含
ま
れ
て
お
り
、
平
成
三
年
度
に
比
べ
て
五
三
七
億
円
、
率
に
し
て
一
五
・
六
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
（
な
お
、
翌
平

一
九
四
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成
七
年
度
で
も
二
九
〇
〇
億
円
台
で
、

三
〇
〇
〇
億
円
を
回
復
す
る
の
は
平
成

八
年
度
か
ら
で
あ
る
）。
平
成
九
年
度

以
降
は
若
干
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
、

三
二
〇
〇
億
円
台
を
維
持
し
、
平
成

十
八
年
度
に
は
三
五
〇
〇
億
円
に
迫
っ

て
い
る
。

　

総
所
得
を
本
市
と
近
隣
他
都
市
と

で
比
較
す
る
と
、
平
成
三
年
度
で
は

神
戸
市
の
七
・
六
％
、
西
宮
市
・
尼
崎

市
の
二
四
・
一
％
、
平
成
十
八
年
度

で
神
戸
市
の
七
・
七
％
、
西
宮
市
の

二
三
・
九
％
、
尼
崎
市
の
二
七
・
一
％
に

す
ぎ
ず
、
こ
の
数
値
は
ど
の
年
度
を

と
っ
て
も
多
少
の
増
減
は
あ
る
が
、
基

本
的
に
変
わ
ら
な
い
。
本
市
と
近
隣
他

2-4　芦屋市および近隣都市の総所得 
（資料）「平成 18 年度市町民経済計算：県統計課」＊市町民経済計算は遡及改

定を行なうため、既公表の過年度係数と異なることがある。

総所得＝百万円、1 人あたり所得＝千円
平成3（1991）年度 平成6（1994）年度 平成9（1997）年度

芦屋市
　総所得 344,302 290,624 328,218
　1 人あたり所得 3,951 3,484 4,209
神戸市
　総所得 4,557,141 4,280,197 4,837,600
　1 人あたり所得 3,067 2,874 3,335
西宮市
　総所得 1,427,550 1,287,845 1,454,288
　1 人あたり所得 3,367 3,109 3,511
尼崎市
　総所得 1,429,754 1,421,821 1,509,295
　1 人あたり所得 2,897 2,901 3,230

平成12（2000）年度 平成15（2003）年度 平成18（2006）年度
芦屋市
　総所得 334,415 328,648 349,174
　1 人あたり所得 3,989 3,681 3,815
神戸市
　総所得 4,395,174 4,137,838 4,527,568
　1 人あたり所得 2,943 2,729 2,963
西宮市
　総所得 1,426,430 1,376,930 1,459,383
　1 人あたり所得 3,256 3,019 3,069
尼崎市
　総所得 1,298,238 1,164,001 1,289,203
　1 人あたり所得 2,785 2,514 2,792

一
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都
市
と
で
は
労
働
人
口
に
大
き
な
差
が
あ
る
の
で
、
総
所
得
に
関
し
て
は
差
が
出
る
の
は
当
然
と
い
え
る
。

　

本
市
の
一
人
あ
た
り
所
得
は
、
平
成
三
年
度
で
三
九
五
万
円
（
千
円
以
下
四
捨
五
入
、
以
下
同
じ
）、
平
成
六
年
度
で
三
四
八
万

円
、
平
成
九
年
度
に
四
二
〇
万
円
に
達
し
、
そ
の
後
は
多
少
減
少
し
、
平
成
十
八
年
度
で
は
三
八
二
万
円
に
な
っ
て
い
る
。
ほ
か
の

都
市
と
比
べ
て
み
る
と
、
ま
ず
、
ど
の
年
度
を
と
っ
て
も
本
市
の
方
が
か
な
り
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
平
成
三
年
度
で
神
戸
市
は

三
〇
七
万
円
、
西
宮
市
で
三
三
七
万
円
、
尼
崎
で
二
九
〇
万
円
、
本
市
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
八
八
万
円
、
五
八
万
円
、
一
〇
五
万
円
高

い
。
各
年
度
を
通
し
て
本
市
の
方
が
一
七
か
ら
三
〇
％
高
く
な
っ
て
い
る
。
本
市
の
一
人
あ
た
り
所
得
は
、
全
国
都
市
の
順
位
で
も

常
に
上
位
十
指
の
う
ち
に
数
え
ら
れ
て
い
る
が
、
近
隣
諸
都
市
に
比
べ
て
群
を
抜
い
て
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

第
二
節　

総
合
計
画
の
策
定

一
． 

第
一
次
総
合
計
画
（
昭
和
四
十
六
～
五
十
五
年
度
）

　

基
本
構
想　
　

本
市
は
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
、
特
別
法
に
よ
っ
て
「
国
際
文
化
住
宅
都
市
」
と
な
り
、
以
後
一
貫
し
て

こ
の
特
別
法
の
精
神
・
構
想
を
受
け
継
ぎ
、
市
の
基
本
理
念
と
し
て
す
べ
て
の
施
策
に
生
か
さ
れ
て
き
た
。
市
は
、
こ
の
基
本
理
念

を
実
現
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
「
基
本
構
想
」、
十
二
月
に
「
基
本
計
画
」
を
決
定
し
た
。
こ
こ
で
は
「
基
本
構
想
」、「
基

本
計
画
」
に
盛
ら
れ
た
政
策
の
う
ち
産
業
・
経
済
に
関
連
す
る
施
策
を
と
り
あ
げ
た
い
。

一
九
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ま
ず
、「
基
本
構
想
」
で
は
、
本
市
の
住
宅
都
市
と
し
て
の
性
格
か
ら
市
民
の
快
適
な
生
活
環
境
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
と
い
う
観

点
に
立
ち
、
商
業
に
関
し
て
は
、
外
部
資
本
の
進
出
に
適
切
に
対
処
で
き
る
よ
う
協
業
化
・
協
同
化
を
推
進
し
、
経
営
の
近
代
化
を

進
め
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
市
民
が
魅
力
を
感
じ
楽
し
み
な
が
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
中
心
的
な
商
業
地
域
を
形
成
す
る
こ

と
、
そ
の
場
合
、
単
に
商
業
施
設
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
施
設
計
画
と
あ
わ
せ
て
総
合
的
に
実
施
し
、
商
業
を
取
り
巻
く
外
的
環
境

を
整
備
し
、
円
滑
な
商
業
活
動
と
市
民
の
快
適
な
消
費
生
活
の
向
上
を
図
る
こ
と
、
市
内
各
地
に
立
地
す
る
商
店
や
商
店
街
に
つ
い

て
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
と
関
連
さ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
特
性
に
応
じ
て
商
業
機
能
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
消
費
者
の
食
生
活
の
向
上
の
要
求
に
あ
っ
た
生
産
が
可
能
な
農
地
は
経
営
の
近
代
化
・
合
理
化
を
図
る
が
、

農
地
と
し
て
の
利
用
価
値
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
な
農
地
は
、
都
市
の
な
か
に
お
け
る
貴
重
な
空
間
と
し
て
そ
の
有
効
な
利
用
を
図

る
こ
と
と
し
た
。

　

工
業
に
関
し
て
は
、
既
設
工
場
は
特
定
の
地
域
に
集
約
す
る
な
ど
住
民
の
居
住
に
障
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
そ
の
配
置
に
つ
い
て

は
適
切
な
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
、
ま
た
、
市
民
の
生
活
に
直
接
必
要
な
も
の
を
除
き
新
規
の
工
場
は
立
地
さ
せ
な
い
こ
と
、
情
報

産
業
な
ど
都
市
型
産
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
社
会
の
文
化
活
動
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
、
そ
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

　

基
本
計
画　
　

「
基
本
計
画
」
で
は
、
全
体
と
し
て
快
適
な
都
市
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
民
の
日
常
生
活
の
利
便
を
ま

か
な
う
商
業
施
設
の
整
備
に
重
点
が
お
か
れ
、
農
業
・
工
業
に
つ
い
て
も
、
こ
の
観
点
か
ら
施
策
を
行
な
う
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
。

　

商
業
に
関
し
て
は
、
大
阪
・
神
戸
の
大
都
市
を
控
え
て
い
る
た
め
購
買
力
の
市
外
流
出
が
大
き
い
と
考
え
、
そ
れ
を
食
い
止
め
る

た
め
可
能
な
限
り
市
民
の
購
買
動
向
を
的
確
に
把
握
し
て
市
内
商
業
の
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
中
心
商
業
地
の

一
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再
開
発
を
行
な
う
と
と
も
に
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
商
業
施
設
の
適
正
配
置
と
商
業
の
近
代
化
・
合
理
化
を
行
な
い
快
適
で
便
利
な

市
民
の
消
費
生
活
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
五
項
目
が
計
画
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

　

⑴　

国
鉄
（
現
J
R
）
芦
屋
駅
周
辺
へ
の
市
内
商
店
の
集
約
化
・
共
同
化
と
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た
優
良
な
外
部
資
本
の

導
入
に
よ
っ
て
中
心
商
業
地
区
の
形
成
を
図
る
。

　

⑵　

私
鉄
各
駅
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い
て
地
区
の
特
性
に
応
じ
た
商
業
施
設
の
整
備
を
行
な
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
既
存
の
個
人
店

舗
の
集
約
化
、
共
同
化
、
協
業
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
一
部
専
門
化
も
進
め
て
市
民
の
購
買
力
の
定
着
に
努
め
る
。

　

⑶　

市
民
の
合
理
的
な
消
費
生
活
の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
商
店
の
経
営
形
態
全
般
の
近
代
化
を
進
め
る
。
そ
の
た
め
の
経
営

診
断
、
商
店
街
診
断
を
実
施
す
る
。

　

⑷　

従
業
員
の
福
祉
・
厚
生
施
設
の
設
置
を
奨
励
し
、
中
小
企
業
に
お
け
る
就
業
を
魅
力
あ
る
も
の
に
し
、
労
働
力
の
確
保
と
定

着
化
に
努
め
る
。

　

⑸　

中
小
企
業
に
お
け
る
設
備
資
金
・
運
転
資
金
の
円
滑
な
融
資
を
確
保
す
る
た
め
、
金
融
機
関
の
協
力
を
求
め
て
融
資
枠
の
拡

大
を
図
る
。

　

農
業
に
関
し
て
は
、
都
市
化
の
急
激
な
波
に
よ
り
、
本
市
の
農
地
は
減
少
を
続
け
、
昭
和
四
十
五
年
度
末
に
一
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
住
宅
地
の
な
か
に
お
け
る
農
業
と
し
て
日
照
・
用
水
な
ど
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
一
方
、
住
宅
地
に
対
し

て
は
悪
臭
・
農
薬
な
ど
の
公
害
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
一
方
、
過
密
化
し
つ
つ
あ
る
都
市
内
で
の
農
地
は
「
宝
の
空
間
」

一
九
八

第
二
章

産
業
経
済
の
活
動　

商
工
業
の
展
開



で
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
、
本
市
の
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
計
画
と
し
て
、

　

⑴　

米
作
か
ら
生
鮮
蔬そ

さ
い菜
へ
の
転
換
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
温
室
な
ど
の
設
備
強
化
を
促
進
し
て
、
周
年
期
作
付
け
体
制
の
確

立
を
図
り
、
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
を
進
め
る
。

　

⑵　

所
有
者
の
協
力
の
も
と
に
休
耕
地
な
ど
を
買
収
し
、
公
園
緑
地
化
を
進
め
る
。

　

⑶　

特
色
を
持
っ
た
住
区
形
成
の
一
環
と
し
て
、
市
民
の
蔬
菜
園
・
果
樹
園
な
ど
レ
ジ
ャ
ー
農
園
化
を
図
る
。

　

工
業
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
五
年
度
末
に
工
場
数
六
一
、
従
業
員
は
規
模
五
〇
人
以
上
が
一
、二
〇
人
以
上
が
四
、二
〇
人
未
満

が
五
六
と
な
っ
て
お
り
、
既
存
工
場
は
住
環
境
を
阻
害
し
な
い
適
地
に
集
約
化
の
方
向
を
と
る
と
と
も
に
、
住
民
生
活
に
直
接
関
係

の
あ
る
も
の
を
除
き
、
新
規
設
立
は
認
め
な
い
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
公
害
除
去
の
た
め
設
備
の
改
造
・
改
修
に
必
要
な
資
金
の
融
資

を
斡
旋
し
、
経
営
近
代
化
の
た
め
の
設
備
資
金
融
資
制
度
の
拡
充
に
努
め
る
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
経
済
施
策
を
実
行
し
、
市
内
産
業
の
改
革
に
取
り
組
む
（
そ
の
実
績
に
つ
い
て
は
第
四
節
を
参
照
）。

二
． 

第
二
次
総
合
計
画
（
昭
和
六
十
一
～
平
成
十
三
年
度
）

　

基
本
構
想　
　

昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
以
降
の
計
画
に
つ
い
て
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
に
「
芦
屋
市
新
総
合
計
画
」
を
策

定
し
た
。

　

基
本
構
想
と
し
て
、
⑴
高
齢
化
、
⑵
定
住
化
、
⑶
地
域
化
・
広
域
化
、
⑷
情
報
化
、
⑸
値
観
・
意
識
の
多
様
化
、
⑹
国
際
化
、
の

一
九
九

第
二
節

総
合
計
画
の
策
定



六
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
掲
げ
た
。
本
市
で
は
、
全
国
平
均
を
上
回
る
速
度
で
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
、
人
口
減
少
が
始
ま

り
、
社
会
的
移
動
が
少
な
く
定
住
化
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
く
と
生
活
の
場
と
し
て
の
住
環
境
が
一
層
重
要
性
を
増
す
こ
と
、
そ
れ

に
伴
っ
て
、
地
域
の
個
性
を
鮮
明
に
す
る
地
域
化
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
情
報
化
が
以
前
に
も
増
し
て
必
要
不
可
欠
な
要
素
と
な
る

こ
と
、
経
済
が
高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
に
移
行
す
る
に
つ
れ
て
「
量
」
か
ら
「
質
」
へ
の
価
値
観
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、

経
済
が
ボ
ー
ダ
レ
ス
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
個
々
の
市
民
が
同
じ
地
球
に
生
き
る
人
間
と
し
て
世
界
の
人
々
と
連
携
を
強
め
る
意
味

で
の
国
際
化
が
進
行
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
枠
組
み
と
し
て
立
て
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
に
的
確
に
対
処
す
る
た
め
、
商
業
の
振
興
策
と
し
て
、
先
の
「
総
合
計
画
」
で
実
施
に
移
さ
れ
た
国
鉄

（
現
J
R
）
芦
屋
駅
北
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
を
さ
ら
に
拡
張
・
整
備
し
、
阪
神
間
都
市
の
広
域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
そ
の
商
業
機

能
の
充
実
を
図
る
こ
と
、
ま
た
、
阪
急
芦
屋
川
・
阪
神
芦
屋
・
打
出
各
駅
周
辺
の
商
店
街
は
、
市
内
各
商
業
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
心
と
し

て
の
機
能
を
強
化
す
る
た
め
各
商
店
街
の
個
性
と
課
題
に
対
応
し
た
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　

工
業
で
は
、
市
内
の
ウ
エ
イ
ト
は
小
さ
く
、
そ
の
業
種
も
食
料
品
・
繊
維
・
木
製
品
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
軽
工
業
が
多
く
、
こ

れ
ら
が
市
内
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
集
約
化
の
方
策
を
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
公
害
防
止
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
、　

さ
ら
に
、
埋
立
地
区
（
現
芦
屋
浜
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
）
に
お
い
て
情
報
関
連
産
業
な
ど
市
の
特
性
に
調
和
し
た
事
業
所
の

導
入
を
図
っ
て
い
く
と
し
た
。

　

農
業
に
お
い
て
は
、
住
宅
都
市
と
い
う
本
市
の
性
格
か
ら
そ
の
産
業
的
意
義
は
小
さ
く
、
耕
地
面
積
・
生
産
額
と
も
わ
ず
か
で
あ

る
た
め
、
今
後
は
技
術
集
約
度
の
高
い
近
郊
農
業
と
し
て
発
展
を
図
る
方
向
と
、
市
民
農
園
の
よ
う
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

二
〇
〇
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場
と
し
て
生
か
す
方
向
で
進
め
る
こ
と
、
ま
た
、
市
街
地
に
存
在
す
る
貴
重
な
オ
ー
プ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
必
要
に
応
じ
て
公
共

用
地
と
し
て
取
得
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

基
本
計
画　
　

具
体
的
な
計
画
と
し
て
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
に
芦
屋
浜
住
宅
団
地
に
ア
ス
テ
ム
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

（
七
七
五
七
平
方
メ
ー
ト
ル
）
が
、
昭
和
五
十
五
年
十
月
に
は
芦
屋
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
（
六
三
五
一
平
方
メ
ー
ト
ル
）
が
建
設
さ

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
私
鉄
駅
周
辺
や
住
宅
地
周
辺
に
古
く
か
ら
立
地
し
日
常
の
買
い
物
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
商
店
街
・

市
場
は
、
高
級
品
志
向
や
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
低
迷
し
が
ち
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
計
画
と
し
て
、
国
鉄
芦
屋
駅
北
地

区
再
開
発
事
業
を
推
進
し
、
西
・
北
・
東
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
。
稲
荷
山
線
沿
い
の
商
店
か
ら
打
出
駅
周
辺
、
中
央

商
店
街
か
ら
国
鉄
芦
屋
駅
周
辺
さ
ら
に
阪
急
芦
屋
川
駅
周
辺
な
ど
、
商
店
の
種
類
や
数
の
適
正
配
置
に
配
慮
し
な
が
ら
地
区
間
の
つ

な
が
り
を
強
化
し
て
市
内
に
お
け
る
商
業
機
能
の
充
実
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
た
。

　

工
業
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
製
造
事
業
所
六
三
（
昭
和
五
十
八
年
工
業
統
計
）
の
う
ち
、
従
業
員
二
九
人
以
下
の
事
業
所
が

九
七
％
を
占
め
、
出
荷
額
も
五
〇
億
円
程
度
で
、
産
業
に
占
め
る
比
率
は
き
わ
め
て
低
い
。
良
好
な
住
環
境
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に

適
地
に
集
約
化
す
る
方
向
で
施
策
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
農
地
は
市
東
部
の
山
麓
部
か
ら
平
坦
部
に
か
け
て
散
在
す
る
程
度
で
経
営
耕
地
面
積
は
七
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
昭
和
五
十
五
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
）
に
す
ぎ
ず
、
昭
和
四
十
五
年
の
一
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
比
較
し
て
二
分
の
一
以
下
に
減
少
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
農
地
は
市
内
に
お
け
る
貴
重
な
緑
の
空
間
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
都
市
型
農
業
と
し
て
生
鮮
蔬
菜
の
供

給
を
主
と
し
た
生
産
体
制
へ
の
転
換
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
農
園
の
充
実
と
拡
大
を
図
る
こ
と
と
し
た
。二

〇
一
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第
二
次
総
合
計
画
に
お
い
て
は
、
第
一
次
の
計
画
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
本
市
の
住
宅
都
市
と
し
て
の
性
格
を
最
大
限
に
尊
重
し
、

良
好
な
住
環
境
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
行
財
政
・
経
済
・
生
活
・
文
化
な
ど
す
べ
て
の
分
野
に
わ
た
る
共
通
の
課
題
と
し

て
設
定
さ
れ
、
施
策
は
こ
の
課
題
を
達
成
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る
も
の
と
し
た
。
産
業
・
経
済
の
施
策
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

三
． 

第
三
次
総
合
計
画
（
平
成
十
三
～
二
十
二
年
度
）

　

基
本
構
想　
　

平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
三
月
、
平
成
十
三
か
ら
二
十
二
年
度
ま
で
の
「
第
三
次
総
合
計
画
」
が
策
定
さ
れ

た
。
ま
ず
、
社
会
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
、
⑴
少
子
・
高
齢
社
会
の
進
展
、
⑵
地
球
規
模
の
自
然
環
境
と
の
共
生
、
⑶
国
際
化
の
進

展
、
⑷
高
度
情
報
化
の
進
展
、
⑸
意
識
の
多
様
化
、
自
己
充
足
へ
の
希
求
、
⑹
地
方
分
権
型
社
会
の
到
来
、
⑺
市
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
の
活
発
化
を
あ
げ
、
こ
れ
に
対
処
し
て
い
く
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
し
て
、「
活
気
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
生
活
環
境
づ
く

り
」、「
健
や
か
で
ぬ
く
も
り
の
あ
る
福
祉
社
会
づ
く
り
」、「
人
と
文
化
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
市
民
と
協
働
し
て
つ
く
る
自
立
し

た
行
政
基
盤
づ
く
り
」
を
設
定
し
、
具
体
的
な
施
策
を
計
画
し
た
。
産
業
経
済
に
関
し
て
は
、「
地
域
特
性
を
生
か
し
た
産
業
の
振

興
」
を
掲
げ
、
⑴
芦
屋
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
産
業
の
誘
致
・
振
興
、
⑵
商
業
施
設
の
整
備
の
支
援
、
⑶
経
営
環
境
の
整
備
の
支
援

を
図
る
こ
と
を
基
本
構
想
と
し
て
い
る
。

　

基
本
計
画　
　

住
宅
都
市
と
し
て
の
発
展
を
基
調
と
し
、
市
民
の
生
活
を
高
め
、
よ
り
文
化
的
な
生
活
に
対
応
で
き
る
商
業
、
知

識
・
情
報
集
約
型
産
業
の
振
興
を
図
る
と
共
に
、
本
市
ら
し
い
付
加
価
値
を
高
め
る
産
業
の
導
入
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
施
策
の
展

開
の
方
向
と
し
て
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
産
業
の
誘
致
・
振
興
に
努
め
、
南
芦
屋
浜
地
区
で
は
ま
ち
づ
く
り
の
過
程
に
あ
わ

二
〇
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せ
、
マ
リ
ー
ナ
関
連
産
業
の
誘
致
を
図
る
。
商
業
施
設
の
整
備
に
関
し
て
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
楽
し
み
な
が
ら
買
い
物
が
で

き
る
商
業
施
設
の
整
備
を
支
援
す
る
。

　

第
三
次
総
合
計
画
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
を
継
承
し
な
が
ら
新
し
い
時
代
の
動
き
を
視
野
に
入
れ
、
本
市
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
産
業
振
興
に
つ
い
て
も
あ
く
ま
で
市
民
生
活
に
密
着
し
た
施
策
が
そ
の
中
心
を
占

め
て
お
り
、
住
宅
都
市
と
調
和
し
た
産
業
環
境
の
構
築
に
力
が
注
が
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
　

第
三
節　

経
済
諸
団
体
の
活
動

一
． 
商
工
会
の
活
動

　

商
工
会
の
組
織
と
活
動　
　

昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
十
二
月
、
そ
れ
ま
で
別
個
に

活
動
し
て
い
た
「
芦
屋
商
店
街
連
合
会
」
と
「
芦
屋
工
業
会
」
は
、
将
来
の
発
展
を
期
し
て

一
本
化
し
、「
芦
屋
商
工
会
」
を
結
成
し
た
。
の
ち
の
「
芦
屋
市
商
工
会
」
の
前
身
と
な
る
組

織
で
あ
る
。

　

昭
和
三
十
五
年
五
月
、「
商
工
会
の
組
織
等
に
関
す
る
法
律
」（「
商
工
会
法
」）
が
公
布
・
施

行
さ
れ
、
既
に
任
意
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
た
本
市
の
商
工
会
も
昭
和
三
十
六
年
四
月

総
合
振
興
部
会

経
営
対
策
部
会

商
業
振
興
部
会

環
境
対
策
部
会

厚
生
福
祉
部
会

総会

芦屋市商工会

青

　年

　部

商
業
活
動
調
整
協
議
会

小
規
模
企
業
振
興
委
員
会

2-5　商工会組織図

二
〇
三
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一
日
に
設
立
総
会
を
開
き
、
商
工
会
法
に
よ
る
「
芦
屋
市
商
工
会
」
と
し
て
発
足
し
た
。
商
工
会
は
、
地
域

内
商
工
業
者
の
経
営
の
改
善
や
近
代
化
に
資
す
る
た
め
の
相
談
や
指
導
（
経
営
改
善
普
及
事
業
）、
地
域
の

経
済
振
興
を
図
る
た
め
の
活
動
（
地
域
総
合
振
興
事
業
）、
地
域
の
商
工
業
者
の
福
利
厚
生
の
増
進
な
ど
を

目
的
と
し
、
そ
の
組
織
は
、
地
域
内
商
工
業
者
の
二
分
の
一
以
上
が
会
員
と
な
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
成
立

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
会
員
の
構
成
は
地
域
内
の
小
規
模
事
業
者
が
九
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
意
思

決
定
機
関
は
、
す
べ
て
の
会
員
で
構
成
さ
れ
る
総
会
で
あ
り
（
た
だ
し
、
会
員
二
〇
〇
人
以
上
の
場
合
は
総

代
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
）、
総
会
の
議
決
権
・
投
票
権
は
一
会
員
一
票
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
組
織
は
、
2
‐
5
に
示
し
た
よ
う
に
総
合
振
興
部
会
は
じ
め
五
つ
の
部
会
か
ら
な
り
、
会
員
は
、
い
ず
れ

か
の
部
会
に
所
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
分
担
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
年
齢
制
限
を
設
け
た
青
年
部
、
女
性

部
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
事
業
と
し
て
次
の
よ
う
な
項
目
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
商
工
業
に
関
す

る
相
談
、
指
導
、
情
報
や
資
料
の
提
供
、
調
査
研
究
、
講
習
会
や
講
演
会
の
開
催
、
地
域
の
商
工
会
連
合
会

の
委
託
を
受
け
て
行
な
う
貯
蓄
共
済
事
業
、
商
工
業
者
の
福
利
厚
生
事
業
、
行
政
庁
な
ど
か
ら
の
諮
問
に
対

す
る
答
申
、
社
会
一
般
の
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
事
業
な
ど
で
あ
る
。

　

本
市
の
商
工
会
の
会
員
数
は
2
‐
6
の
と
お
り
で
あ
る
。
昭
和
六
十
年
度
に
は
一
二
三
〇
人
、
平
成
七

（
一
九
九
五
）
年
度
に
一
四
〇
〇
人
台
に
達
し
、
そ
の
後
一
二
〇
〇
人
台
で
推
移
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
時

期
も
、
会
員
数
は
対
象
と
な
る
商
工
業
者
の
二
分
の
一
以
上
を
占
め
て
お
り
、
設
立
基
準
を
満
た
し
て
は
い

2-6　商工会会員数　（資料）芦屋市商工会

昭和40年度 昭和45年度 昭和50年度 昭和55年度 昭和60年度 平成2年度 平成7年度 平成12年度 平成17年度 平成20年度
商工業者 1350 1420 1625 2409 2655 2660 2193 2239 2237
会員数 778 884 950 990 1230 1382 1427 1240 1245 1264
組織率（％） 57.6 62.3 58.5 51.1 52.1 53.6 56.5 55.6 56.5 

二
〇
四

第
二
章

産
業
経
済
の
活
動　

商
工
業
の
展
開



る
が
、
昭
和
四
十
五
年
の
六
二
・
三
％
を
除
い
て
ほ
か
の
時
期
は
五
〇
％
台
に
止
ま
っ
て
お
り
、
組
織
率
は
必
ず
し
も
高
い
と
は
い

え
な
い
。

　

本
市
の
商
工
会
が
、
先
に
あ
げ
た
事
業
の
内
容
を
受
け
て
設
立
以
来
継
続
的
に
行
な
っ
て
い
る
事
業
は
⑴
講
演
会
・
講
習
会
、
各

種
調
査
な
ど
一
連
の
経
営
改
善
普
及
事
業
、
⑵
商
工
体
育
祭
の
開
催
、
⑶
あ
し
や
ま
つ
り
協
賛
の
大
売
り
出
し
、
店
舗
改
装
コ
ン

ク
ー
ル
、
⑷
商
工
会
一
斉
健
康
診
断
、
⑸
中
元
・
歳
暮
用
品
展
示
会
、
⑹
従
業
員
・
事
業
主
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
。
と
り
わ
け
商
工
会
の
最
も
重
要
な
事
業
と
し
て
力
を
注
い
で
き
た
の
は
経
営
改
善
普
及
事
業
で
あ
る
。
経
営
改
善
の

た
め
の
指
導
、
金
融
・
税
務
な
ど
に
関
す
る
相
談
、
講
習
会
の
開
催
、
地
域
振
興
支
援
事
業
と
し
て
の
商
店
街
の
整
備
、
活
性
化
を

図
る
た
め
の
事
業
な
ど
、
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
き
て
お
り
、
市
内
の
経
済
の
活
性
化
と
商
工
業
者
の
福
利
・
厚
生
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　

市
内
の
商
業
活
性
化
が
緊
急
の
課
題
と
な
り
、
市
と
商
工
会
が
数
年
に
わ
た
っ
て
協
議
を
重
ね
、
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
、「
芦
屋

市
商
業
活
性
化
対
策
協
議
会
」
が
発
足
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
商
業
者
の
代
表
と
し
て
商
店
連
合
会
や
商
工
会
青
年
部
の
幹
部
、
学

識
経
験
者
、
市
の
関
係
者
ら
一
五
名
で
構
成
さ
れ
、
具
体
的
な
活
動
と
し
て
活
性
化
計
画
案
の
作
成
、
活
性
化
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
斡
旋
、
商
店
街
・
市
場
の
共
同
イ
ベ
ン
ト
へ
の
助
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
商
工
会
は
、
本
協
議

会
と
密
接
な
連
携
の
も
と
、
共
催
で
講
演
会
を
は
じ
め
活
性
化
の
た
め
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

商
工
会
の
財
政　
　

2
‐
7
は
商
工
会
の
財
政
の
推
移
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
商
工
会
の
収
入
は
会
員
の
納
め
る
会
費
と
県

と
市
の
補
助
金
、
商
工
会
が
行
な
う
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
会
の
収
益
金
か
ら
な
っ
て
い
る
。
昭
和
三
十
六
年
、
会
員
数
五
五
〇
人
、
予
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算
額
＝
収
入
額
二
二
四
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
た
商
工
会
は
、
五
年
後
の
昭
和
四
十

年
度
に
は
、
会
員
数
は
四
〇
％
増
の
七
七
〇
人
台
に
な
り
、
予
算
額
も
ほ
ぼ
倍
の

四
三
〇
万
円
に
増
加
し
て
い
る
。
予
算
総
額
は
、
昭
和
五
十
年
度
に
二
一
五
〇
万

円
、
五
十
五
年
度
三
五
五
〇
万
円
、
六
十
年
度
四
四
九
〇
万
円
、
平
成
二
年
度

六
三
六
〇
万
円
、
平
成
七
年
度
七
〇
〇
〇
万
円
、
平
成
十
二
年
度
七
四
五
〇
万

円
、
平
成
十
七
年
度
六
六
〇
〇
万
円
、
平
成
二
十
年
度
六
八
九
〇
万
円
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
十
七
年
度
以
降
、
若
干
の
減
少
が
み
ら
れ
る
。
全
時
期
を
通
し
て
会

費
収
入
が
全
体
の
一
三
か
ら
二
三
％
、
昭
和
五
十
五
年
度
以
降
は
、
平
成
七
年
度

を
除
い
て
、
そ
の
比
率
は
上
が
っ
て
い
る
。
県
か
ら
の
補
助
金
は
、
昭
和
五
十
年

度
に
一
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
、
そ
の
後
、
昭
和
六
十
年
度
二
二
六
〇
万
円
、
平
成

二
年
度
は
二
七
四
〇
万
円
、
そ
の
後
、
平
成
十
二
年
度
に
三
七
六
〇
万
円
に
達
し

た
が
、
平
成
二
十
年
度
は
三
〇
一
〇
万
円
に
減
額
さ
れ
て
い
る
。
市
か
ら
の
補
助

金
は
、
発
足
当
初
の
昭
和
四
十
年
代
は
全
予
算
額
の
三
〇
％
以
上
を
占
め
て
い
た

が
、
昭
和
五
十
五
・
六
十
年
度
は
一
四
％
台
に
落
ち
て
い
る
。
た
だ
、
平
成
七
年

度
は
金
額
に
し
て
一
七
〇
〇
万
円
、
比
率
も
二
四
・
二
％
に
達
し
て
い
る
が
、
そ

の
後
は
減
額
さ
れ
て
い
る
。

2-7　商工会財政の推移　（資料）芦屋市商工会

（単位＝千円）

会費 県補助金 市補助金 その他の
収入

決算総額
（36年度＝100）

経営改善
普及事業費

一般
事業費 管理費 その他の

支出
1人あたり経営改善
普及事業費（円）

昭和36年度 365 673 900 301 2,239 100% 1,008 464 681 86 1,833
昭和40年度 862 1,331 1,500 599 4,292 192% 1,590 1,051 1,650 1 2,044
昭和45年度 1,202 3,023 2,200 443 6,868 307% 3,201 1,141 2,424 102 3,621
昭和50年度 2,901 11,876 3,800 2,884 21,461 959% 13,071 739 5,971 1,860 13,759
昭和55年度 6,310 19,339 5,000 4,807 35,456 1584% 22,823 2,780 9,853 0 23,054
昭和60年度 8,089 22,635 6,400 7,737 44,861 2004% 32,518 5,693 6,650 0 26,437
平成02年度 10,815 27,394 12,000 11,146 63,624 2842% 40,360 6,499 9,560 6,756 29,204
平成07年度 7,862 36,328 17,000 5,112 70,116 3132% 46,526 8,093 11,963 0 32,604
平成12年度 14,176 37,559 13,500 5,923 74,505 3328% 50,016 11,019 10,567 0 40,335
平成17年度 15,493 31,612 11,155 5,040 66,039 2949% 40,898 10,608 10,994 0 32,850
平成20年度 14,794 30,131 12,320 5,013 68,919 3078% 44,110 10,284 8,441 0 34,897
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決
算
額
＝
支
出
額
を
み
る
と
、
全
期
間
を
通
じ
て
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は
経
営
改
善
普
及
事
業
で
、
昭
和
五
十
年
度
に

一
三
〇
〇
万
円
台
に
達
し
、
昭
和
五
十
五
年
度
二
二
八
〇
万
円
、
昭
和
六
十
年
度
三
二
〇
〇
万
円
、
平
成
二
年
度
四
〇
四
〇
万

円
、
平
成
十
二
年
度
に
は
五
〇
〇
〇
万
円
に
達
し
て
い
る
。
支
出
額
全
体
に
占
め
る
比
率
も
昭
和
五
十
年
度
六
〇
・
九
％
、
昭
和

六
十
年
度
七
二
・
五
％
、
平
成
二
年
度
六
三
・
四
％
、
平
成
七
年
度
六
六
・
四
％
、
平
成
十
二
年
度
六
七
・
一
％
、
平
成
十
七
年
度

六
一
・
九
％
、
平
成
二
十
年
度
六
四
・
〇
％
で
、
常
に
六
〇
％
以
上
を
占
め
て
お
り
、
商
工
会
が
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
重
要
な
事
業

が
市
内
商
工
業
の
経
営
改
善
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。　

　

一
般
事
業
費
は
、
年
に
よ
っ
て
支
出
額
に
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
昭
和
四
十
年
代
は
一
六
か
ら
二
五
％
近
く
を
占
め
て
い

る
。
五
十
年
代
か
ら
支
出
額
そ
の
も
の
は
増
加
し
て
い
る
が
、
事
業
費
全
体
に
占
め
る
比
率
は
ほ
ぼ
一
四
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

一
般
事
業
費
は
、
商
工
体
育
祭
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
他
団
体
と
の
共
催
・
協
賛
事
業
に
使
わ
れ
、
直
接
間
接
に
市
内
の
商

工
業
の
活
性
化
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
管
理
費
の
具
体
的
費
目
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
人
件
費
や
会
員
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
・
健
康
管
理
な
ど
会
員
の
た
め
の
福
利
・
厚
生
費
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

最
後
に
、
会
員
一
人
あ
た
り
の
経
営
改
善
普
及
事
業
費
の
推
移
を
み
る
と
、
発
足
時
の
昭
和
三
十
六
年
度
は
会
員
数
五
五
〇
人

で
一
人
あ
た
り
一
八
三
三
円
、
昭
和
四
十
五
年
度
は
三
六
〇
〇
円
台
、
昭
和
五
十
年
度
は
一
挙
に
一
万
三
七
〇
〇
円
台
、
昭
和

五
十
五
年
度
二
万
三
〇
〇
〇
円
台
に
増
加
し
、
そ
の
後
も
増
え
続
け
、
平
成
二
年
度
に
は
三
万
二
六
〇
〇
円
、
平
成
十
二
年
度
に

四
万
三
〇
〇
円
に
達
し
、
そ
の
後
は
多
少
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
、
商
工
会
が
、
県
・
市
の
補
助
や
ほ
か
の
団
体
の
支
援
な

ど
を
受
け
な
が
ら
商
工
会
の
活
動
を
強
化
・
拡
大
し
て
き
た
結
果
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
商
工
会
の
最
大
の
目
標
で
あ
る
小
規
模
商
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工
業
者
の
経
営
改
善
・
近
代
化
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

　

商
工
会
館
の
建
設　
　

商
工
会
は
、
発
足
当
初
、
事
務
局
を
芦
有
開
発
株
式
会
社
内
に
置
い
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
市
民
会
館
、

さ
ら
に
市
役
所
へ
と
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
昭
和
五
十
六
年
、
商
工
会
が
法
制
化
二
十
周
年
を
迎
え
る
に
先
立
っ
て
、
そ
の
記
念

事
業
と
し
て
商
工
会
館
の
建
設
が
持
ち
上
が
っ
た
。
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
、
定
例
理
事
会
に
お
い
て
商
工
会
館
建
設
の
提
案
が
な

さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
建
設
用
地
確
保
に
関
す
る
要
望
書
を
市
長
に
提
出
、
具
体
的
な
準
備
が
始
ま
っ
た
。
昭
和
五
十
六
年
一
月
に

は
商
工
会
館
建
設
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
建
設
地
の
選
定
、
建
築
規
模
な
ど
が
決
め
ら
れ
、
同
年
十
月
か
ら
公
光
町
で
建
設
が
始

ま
っ
た
。
昭
和
五
十
七
年
四
月
二
十
日
竣
工
式
が
行
な
わ
れ
、
商
工
会
の
活
動
拠
点
が
据
え
ら
れ
た
。

　

青
年
部
と
女
性
部
の
活
動　
　

商
工
会
の
活
動
の
な
か
で
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
青
年
部
の
活
動
で
あ
る
。
商
工
会
青
年
部

は
昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
五
月
に
発
足
し
、「
商
工
会
の
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
商
工
会
の
後
継
た
る
べ
き

青
年
の
経
営
者
と
し
て
の
資
質
を
向
上
さ
せ
、
も
っ
て
商
工
業
の
総
合
的
な
改
善
発
達
を
図
り
あ
わ
せ
て
社
会
一
般
の
福
祉
の
増
進

に
資
す
る
た
め
に
」（
青
年
部
設
立
趣
旨
）
活
動
し
て
い
る
。
青
年
部
の
入
部
資
格
は
、
商
工
会
の
会
員
で
事
業
主
ま
た
は
そ
の
事
業

に
従
事
す
る
家
族
な
ら
び
に
従
業
員
で
あ
り
、
か
つ
年
齢
が
二
〇
歳
以
上
四
〇
歳
未
満
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
青
年
部
会

員
は
、
次
世
代
の
事
業
者
を
中
心
に
し
て
構
成
さ
れ
、
本
市
の
将
来
の
商
工
業
の
振
興
に
向
け
て
積
極
的
な
活
動
を
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

青
年
部
の
組
織
は
、
青
年
部
長
の
も
と
に
各
種
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
部
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
所
属
し
て
活
動
す
る
が
、

青
年
部
長
は
商
工
会
の
理
事
と
し
て
商
工
会
全
体
の
運
営
に
も
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

二
〇
八

第
二
章

産
業
経
済
の
活
動　

商
工
業
の
展
開



　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
、
市
幹
部
や
県
・
市
会
議
員
を
は
じ
め
商
工
業
者
・
消
費
者
と
の
意
見
交
換
、
経
済
・
産
業
に
関
す
る
講

演
会
・
研
修
会
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
バ
ザ
ー
を
は
じ
め
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
親
睦
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
ツ
ア
ー
の
開
催
な
ど
を

行
な
っ
て
お
り
、
商
工
会
活
動
の
重
要
な
一
角
を
担
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
九
月
二
十
三
日
に
青
年
部
創

立
十
周
年
を
記
念
し
て
海
浜
公
園
で
行
な
わ
れ
た
「
活
き
活
き
魚
市 

i
n 

芦
屋
」
で
は
市
・
教
育
委
員
会
・
商
店
連
合
会
を
は
じ

め
明
石
浦
漁
業
協
同
組
合
な
ど
の
後
援
を
受
け
て
、
魚
の
販
売
、
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
や
魚
の
す
く
い
取
り
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
三
万

人
を
超
す
市
民
が
集
ま
り
、
大
き
な
成
功
を
収
め
た
。

　

平
成
三
年
十
二
月
に
は
、
女
性
部
（
発
足
当
時
は
婦
人
部
）
が
組
織
さ
れ
た
。
女
性
部
の
会
員
資
格
は
、
年
齢
制
限
を
除
い
て
、

青
年
部
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
平
成
四
年
四
月
、
環
境
問
題
を
考
え
る
催
し
と
し
て
「
ア
ー
ス
デ
ー
芦
屋
」
を
開
催
し
、
市
民
に

も
参
加
を
呼
び
か
け
、
不
用
品
の
交
換
、
再
生
家
具
の
贈
呈
、
石
け
ん
づ
く
り
な
ど
を
実
施
し
、
市
民
の
啓
発
に
つ
と
め
た
。「
ア
ー

ス
デ
ー
芦
屋
」
は
、
平
成
十
一
年
ま
で
継
続
し
て
行
な
わ
れ
、
大
き
な
成
果
を
収
め
た
。
ま
た
、
芦
屋
さ
く
ら
ま
つ
り
や
秋
ま
つ
り

へ
の
出
店
（
毎
年
）、
各
地
域
の
商
工
会
女
性
部
と
の
交
流
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
あ
し
や
喜
楽
苑
」
へ
の
介
護
リ
フ
ト
寄
贈

（
平
成
九
年
）
な
ど
、
そ
の
活
動
分
野
を
広
げ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
女
性
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
（
平
成
十
六
年
）、
広
報

活
動
に
も
力
を
入
れ
、
青
年
部
と
と
も
に
商
工
会
の
活
動
を
側
面
か
ら
支
え
て
き
た
。
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第
四
節　

商
工
業
の
展
開

一
． 
市
内
の
就
業
構
造

　

就
業
構
造
の
変
化　
　

2
‐
8
は
昭
和
四
十
五
年
以
降
の
わ
が
国
の
産
業
別
就
業
者
数
の
構
成
比
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
、
こ

の
表
か
ら
次
の
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

第
一
次
産
業
の
就
業
者
は
昭
和
四
十
五
年
の
時
点
で
既
に
二
〇
％
を
切
っ
て

い
た
が
、
そ
の
低
下
傾
向
は
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
続
き
、
平
成
十
二
年
に
は
五
・

一
％
に
な
っ
た
。
特
に
、
一
九
七
〇
年
代
の
下
落
幅
が
大
き
か
っ
た
。
第
二
次

産
業
の
そ
れ
は
緩
や
か
な
低
下
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
の
下
落
幅

が
比
較
的
大
き
か
っ
た
。
第
三
次
産
業
で
は
顕
著
な
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特
に

一
九
七
〇
年
代
か
ら
の
伸
び
が
大
き
く
、
昭
和
五
十
五
年
に
は
過
半
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

次
に
本
市
に
お
け
る
就
業
構
造
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
み
て
み
よ
う
。

本
市
民
の
産
業
別
就
業
者
数
を
示
し
た
2
‐
9
は
、
就
業
地
が
本
市
内
で
あ
る
か

否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
市
民
が
い
か
な
る
産
業
に
就
業
し
て
い
た
か
、
言
い
か

注）1．総務省統計局、国勢調査概要より
　　2．第 1 次産業：農業、林業、水産業、第 2 次産業：

鉱業、建設業、製造業、第 3 次産業：電気・
ガス・熱供給・水道業、運輸・通信業、卸売・
小売業、飲食店、金融・保険業、不動産業、
サービス業、公務（他に分類されないもの）

2-8　全国の産業別就業者数の構成比
（資料）「国勢調査時系列データ」

（％）
年産業

昭和45年
（1970）

昭和55年
（1980）

平成2年
（1990）

平成12年
（2000）

第 1 次産業 19.3 10.9 7.1 5.1
第 2 次産業 34.0 33.6 33.3 29.2
第 3 次産業 46.6 55.4 59.0 64.5

その他分類不能 0.1 0.1 0.6 0.2
合計 100.0 100.0 100.0 100.0
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え
れ
ば
、
ど
の
産
業
部
門
で
収
入
を
得
て
い
た
か
を
表
し
て
い
る
。

　

こ
の
表
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
第
一
次
産
業
の
比
率
が
全
国
値
と
比
べ
る
と
格
段
に
低
い

こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
昭
和
四
十
五
年
の
時
点
で
既
に
一
％
を
下
回
っ
て
い
る
。
第
一
次
産
業

の
凋
落
も
著
し
い
が
、
農
地
は
一
九
五
〇
年
代
に
は
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
あ
っ
た
が
平
成
五

年
に
は
五
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
農
家
も
一
〇
〇
戸
前
後
か
ら
一
〇
戸
に
な
っ
た
。
農
家

の
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員
会
が
近
畿
の
自
治
体
で
本
市
が
初
め
て
解
散
し
、
農
協
も
平
成

六
年
四
月
に
解
散
し
た
。
漁
業
は
昭
和
五
十
八
年
と
平
成
三
年
で
、
戸
数
は
九
戸
か
ら
一
〇
戸

へ
と
増
え
て
い
る
が
、
漁
獲
高
は
三
三
五
八
ト
ン
か
ら
四
三
八
ト
ン
へ
と
激
減
し
て
い
る
。

　

ま
た
第
二
次
産
業
の
就
業
比
率
も
さ
ほ
ど
高
く
は
な
く
、
低
下
傾
向
も
顕
著
で
あ
る
。
一
般

的
に
本
市
の
周
辺
に
は
第
二
次
産
業
へ
の
就
業
機
会
が
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
市

民
の
就
業
先
と
し
て
は
比
較
的
重
要
性
が
低
い
。
そ
れ
に
対
し
て
第
三
次
産
業
の
就
業
比
率
は
き
わ
め
て
高
く
、
昭
和
四
十
五
年

の
時
点
で
既
に
平
成
十
二
年
の
全
国
値
六
四
・
五
％
を
超
え
て
お
り
、
そ
の
後
も
一
定
程
度
上
昇
し
た
結
果
、
平
成
二
年
に
は
ほ
ぼ

八
〇
％
に
達
し
て
い
る
。

　

第
一
次
産
業
と
第
二
次
産
業
の
就
業
比
率
の
低
下
傾
向
、
そ
し
て
第
三
次
産
業
の
そ
れ
の
上
昇
傾
向
を
長
期
的
な
趨す

う
せ
い勢
だ
と
す
る

と
、
本
市
は
全
国
的
な
動
向
を
数
十
年
単
位
で
先
取
り
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
市
民
は
「
時
代
を
先
取
り
し
た
」
就
業
先
で
働
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
本
市
は
就
業
地
と
し

2-9　本市の産業別就業者数
（資料）『統計あしや』、『平成 2 年国勢調査報

告　第 3 巻』

（15 歳以上、人・％）
年産業

昭和 45 年
（1970）

昭和 55 年
（1990）

第 1 次産業 202（0.6） 90（0.2）
第 2 次産業 9,452（30.2） 8,536（21.4）
第 3 次産業 21,570（69.1） 30,765（77.2）

その他分類不能 40（0.1）
合計 31,264（100.0） 39,859（100.0）
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て
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
平
成
十
一
年
七
月
の
事
業
所
統
計
に
よ
る
と
、
本
市
に
居
住
し
て
い
る
か
否
か

に
か
か
わ
ら
ず
本
市
で
働
い
て
い
る
人
の
就
業
先
は
、
第
一
次
産
業
・
〇
人
（
〇
％
）、
第
二
次
産
業
・
一
一
八
四
人
（
七
・
一
％
）、 

第
三
次
産
業
・
一
万
五
四
三
二
（
九
二
・
九
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

先
の
全
国
値
と
比
較
す
る
と
、
こ
こ
で
も
第
三
次
産
業
の
圧
倒
的
な
比
率
の
高
さ
が
目
を
引
く
。
こ
の
数
値
は
い
わ
ば
芦
屋
市
と

い
う
地
域
が
持
っ
て
い
る
経
済
構
造
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
本
市
に
お
け
る
雇
用
の
九
割
以
上
が
第
三
次
産
業
に
属
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
う
ち
最
も
多
数
を
占
め
る
の
が
「
卸
売
・
小
売
業
、
飲
食
店
」
の
八
一
三
五
人
で
、
そ
れ
に
次
ぐ
の
が
「
サ
ー
ビ
ス

業
」
に
分
類
さ
れ
た
五
二
五
九
人
で
あ
っ
た
。
地
域
に
根
を
張
っ
た
民
間
の
産
業
と
し
て
重
要
な
の
は
「
卸
売
・
小
売
業
、
飲
食

店
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

二
． 

商
業
の
動
向

　

市
内
小
売
業
の
変
化　
　

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
本
市
の
商
業
の
な
か
で
も
小
売
業
や
飲
食
店
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
本

市
の
商
業
を
め
ぐ
る
状
況
の
う
ち
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
市
内
に
所
在
す
る
家
計
の
所
得
水
準
が
全
国
的
に
み
て
高
い
こ

と
で
あ
る
（
2
‐
4
参
照
）。
例
え
ば
一
人
あ
た
り
の
個
人
住
民
税
額
で
本
市
は
、
近
畿
圏
だ
け
で
な
く
全
国
で
も
ト
ッ
プ
で
あ
っ

た
（
昭
和
五
十
八
年
）。
こ
の
こ
と
は
購
買
力
が
高
水
準
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
本
市
の
商
業
は
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
な
る
が
、
市
内
の
購
買
力
は
神
戸
市
や
大
阪
市
と
い
っ
た
近
隣
の
大
都
市
へ
と
流
出
し
が
ち
で
あ
る
。
せ
っ
か
く
市
内
に
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
購
買
力
の
流
出
率
の
高
さ
は
本
市
小
売
業
の
抱
え
る
一
つ
の
問
題
で
あ
っ

二
一
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た
。

　

市
の
小
売
業
の
経
営
的
特
質
に
つ
い
て
は
『
新
修
芦
屋
市
史
』
本
篇
に
お
い
て
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
⑴
商
店
に
お
い
て
小
売
業
が
卓
越
し
て
い
る
こ
と
、
⑵
小
売
業
に
お
け
る
飲
食
料
品
小
売
業
の
比
率
が
高
い
こ

と
、
⑶
各
商
店
の
経
営
規
模
が
零
細
で
あ
る
こ
と
、
⑷
小
売
店
の
地
理
的
分
散
性
が
高
い
こ
と
、
⑸
商
店
街
・
小
売
市
場
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
、
⑹
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
生
協
が
進
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

⑴
～
⑷
の
「
問
題
点
」
を
抱
え
つ
つ
⑸
を
中
心
に
立
地
し
て
い
た
多
数
の
小
売
店
は
、
高
度
経
済
成
長
期
以
降
に
お
い
て
変
化
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
要
因
の
一
つ
は
、
⑹
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
市
内
へ
の
大
型
店
の
進
出
で
あ
る
。
例
え
ば
、
昭
和
三
十
四
年
の
ス
ー
パ
ー
大
松

や
昭
和
三
十
六
年
の
灘
生
協
（
現
コ
ー
プ
こ
う
べ
）
の
く
み
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
芦
屋
店
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
大
型
店
（
売
場
面
積
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
）
の
市
内
売
場
面
積
占
有
率
は
、
昭
和
五
十
五
年
で
は
約
三
三
％
、
平
成
二

年
で
は
約
五
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
始
ま
る
国
鉄
（
現
J
R
）
芦
屋
駅
前
の
再
開
発
で
あ
っ
た
。
こ
の
施
策
の
効
果
は
絶
大
で
同

駅
前
の
状
況
は
「
多
く
の
都
市
に
お
け
る
中
心
市
街
地
の
凋
落
振
り
は
目
を
覆
う
ば
か
り
で
、
一
刻
も
早
い
対
策
が
望
ま
れ
て
い

る
」（
石
原
武
政
『
ま
ち
づ
く
り
の
中
の
小
売
業
』
有
斐
閣　

2
0
0
0
年
ii
頁
）
の
と
は
無
縁
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
副
作
用

も
小
さ
く
な
く
、
ほ
か
の
商
店
街
な
ど
が
そ
の
し
わ
寄
せ
を
受
け
た
こ
と
は
の
ち
に
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
変
化
は
、
そ
れ
ま
で
市
外
へ
流
出
し
て
い
た
購
買
力
を
市
内
へ
引
き
戻
す
効
果
を
持
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
市
内

二
一
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の
商
業
の
活
性
化
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
消
費
者
は
日
常
の
買
物
の
な
か
で
、
そ
れ
ま
で
以
上
の
便
利
さ
や
快
適
さ
、

楽
し
さ
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
大
型
店
進
出
と
駅
前
再
開
発
に
よ
っ
て
市
内
の
消
費
財
購
入
の

ル
ー
ト
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
で
、
そ
れ
ま
で
市
内
の
消
費
生
活
を
支
え
て
き
た
中
小
小
売
商
店
は
無
視
で
き
な
い
深
刻
な
影
響

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

小
売
業
の
動
向　
　

市
内
の
小
売
業
は
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
市
内
の
小
売
業
の
販
売
額
を
昭
和
四
十
五

年
と
平
成
十
六
年
で
比
較
す
る
と
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
除
く
と
、
三
十
四
年
間
に
二
・
〇
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
こ
で

は
そ
の
中
身
に
つ
い
て
観
察
し
て
み
る
。

　

2
‐
10
は
昭
和
四
十
五
年
か
ら
十
年
間
隔
を
目
安
に
し
て
卸
売
業
・
小
売
業
・
飲
食
店
の
「
商
店
数
」
と
「
従
業
員
規
模
」
の
変

化
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
商
店
数
を
み
よ
う
。
そ
の
伸
び
が
最
も
著
し
い
の
は
卸
売
業
で
あ
り
、
と
り
わ
け
一
九
八
〇
年
代
の
伸
び
が
著

し
い
。
と
は
い
え
、
そ
の
絶
対
数
は
ご
く
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
伸
び
の
点
で
卸
売
業
に
つ
ぐ
の
が
飲
食
店
で
あ
る
。
特
に

一
九
七
〇
年
代
の
伸
び
が
目
立
っ
て
い
る
。
小
売
業
の
場
合
は
絶
対
数
は
多
い
が
、
伸
び
自
体
は
相
対
的
に
小
さ
い
。
卸
売
業
と
飲

食
店
が
昭
和
四
十
五
か
ら
平
成
三
年
に
か
け
て
二
倍
前
後
の
増
加
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
小
売
業
の
そ
れ
は
約
一
・
三
倍
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
卸
売
業
と
小
売
業
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
飲
食
店
に
も
共
通
し
て
い
た
の
は
、
平
成
三
か
ら
十
六
年
に
か
け
て
の
減
少

傾
向
で
あ
る
。
こ
れ
は
バ
ブ
ル
経
済
が
は
じ
け
た
後
の
一
九
九
〇
年
代
の
長
期
不
況
と
震
災
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
従
業
員
数
を
み
よ
う
。
従
業
員
数
に
関
し
て
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
お
け
る
増
加
が
め
ざ
ま
し
い
。
卸
売
業

二
一
四

第
二
章

産
業
経
済
の
活
動　

商
工
業
の
展
開



で
は
一
九
八
〇
年
代
の
伸
び
が
著
し
く
、
最
も

伸
び
が
鈍
か
っ
た
の
が
商
店
数
の
場
合
と
同
じ

く
小
売
業
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
規
模
が
ど
れ
ぐ

ら
い
で
あ
っ
た
か
知
る
た
め
、
一
店
あ
た
り
の

従
業
員
数
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

卸
売
業
の
数
字
は
七
・
一
人
（
昭
和
四
十
五

年
）、
五
・
八
人
（
昭
和
五
十
四
年
）、
七
・
五
人

（
平
成
三
年
）、
七
・
五
人
（
平
成
十
六
年
）
と

変
化
し
て
い
る
。
小
売
業
は
三
・
四
人
、
三
・

八
人
、
四
・
六
人
、
六
・
四
人
、
飲
食
店
は
三
・

八
人
、
三
・
三
人
、
六
・
六
人
で
あ
っ
た
。
商
店

数
の
伸
び
の
大
き
か
っ
た
卸
売
業
と
飲
食
店
で

は
、
一
九
七
〇
年
代
に
一
店
あ
た
り
従
業
員
数

が
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
零
細
な
商
店

の
新
規
開
店
が
相
次
ぎ
、
そ
の
た
め
従
業
員

注）1．飲食店はバー・酒場を含まず、1991 年は 1992 年の数値、また飲食店調
査は 1992 年をもって廃止

　　2．卸売業の一般卸売業は 1991 年・2004 年とも項目なし。
2-10　市内商業の動向　（資料）「市統計書」

項目 年代 合計 小計
（飲食店除く） 卸売業 小売業 飲食店

商店数

昭和45年
（1970） 951 785 56 729 166
昭和54年
（1979） 1,289 978 72 906 311
平成3年
（1991） 1,300 1,047 121 926 253
平成16年
（2004） ― 743 83 660 ―

従業員数

昭和45年
（1970） 3,533 2,902 400 2,502 631
昭和54年
（1979） 4,869 3,852 419 3,433 1,017
平成3年
（1991） 6,842 5,174 911 4,263 1,668
平成16年
（2004） ― 4,827 622 4,205 ―

1 店あたり
従業員数

昭和45年
（1970） 3.7 3.7 7.1 3.4 3.8
昭和54年
（1979） 3.8 3.9 5.8 3.8 3.3
平成3年
（1991） 5.3 4.9 7.5 4.6 6.6
平成16年
（2004） ― 6.5 7.5 6.4 ―
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数
で
計
っ
た
平
均
規
模
が
低
下
し
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
い
ず
れ
も
そ
の
後
は
増
加
に
転
じ
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
既
に
み
た
よ
う
に
、
数
字
の
う

え
で
卸
売
業
、
小
売
業
、
飲
食
店
の
平
均
従
業
員
数
が

平
準
化
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、

必
ず
し
も
、
小
売
業
や
飲
食
店
の
規
模
が
平
準
化
し
た

こ
と
を
意
味
し
な
い
。
小
売
業
と
飲
食
店
に
大
型
店
・

チ
ェ
ー
ン
店
が
進
出
し
た
結
果
、
数
字
の
う
え
で
一
店

舗
あ
た
り
の
平
均
従
業
員
数
が
増
加
し
た
に
す
ぎ
ず
、

個
人
経
営
店
舗
の
零
細
性
は
存
続
し
て
い
る
。

　

2
‐
11
は
2
‐
10
か
ら
小
売
業
を
取
り
出
し
、
さ
ら

に
そ
の
内
訳
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち

で
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
指
す
と
思
わ
れ
る
「
各
種
商
品
小

売
業
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
青
果
店
や
鮮
魚
店
な
ど

を
指
す
と
思
わ
れ
る
「
飲
食
料
品
小
売
業
」
で
あ
る
。

2-11　市内小売業の動向　（資料）「市統計書」

項
目 年代 各種商品 織物、衣服、

身の回り品 飲食料品 自動車、自転
車、荷車等

家具、建具、
じゅう器 その他 合計

商
店
数

昭和45年
（1970） 3 110 339 16 75 186 729
昭和54年
（1979） 4 209 342 22 94 235 906
平成3年
（1991） 3 231 306 28 73 285 926
平成16年
（2004） 3 150 216 19 54 218 660

従
業
員
数

昭和45年
（1970） 176 328 1,068 47 240 643 2,502
昭和54年
（1979） 350 535 1,260 64 291 933 3,433
平成3年
（1991） 430 658 1,574 125 275 1,201 4,263
平成16年
（2004） 341 477 1,813 98 227 1,249 4,205

一店
あ
た
り
従
業
員
数

昭和45年
（1970） 58.7 3.0 3.2 2.9 3.2 3.5 3.4
昭和54年
（1979） 87.5 2.6 3.7 2.9 3.1 4.0 3.8
平成3年
（1991） 143.3 2.8 5.1 4.5 3.8 4.2 4.6
平成16年
（2004） 113.7 3.2 8.4 5.2 4.2 5.7 6.4
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「
各
種
商
品
小
売
業
」
の
商
店
数
は
三
か
ら
四
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
従
業
員
数
は
昭
和
四
十
五
か
ら
平
成
十
六
年

に
か
け
て
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
一
店
あ
た
り
の
従
業
員
数
は
六
〇
人
弱
か
ら
一
一
〇
人
強
へ
と
増
加
し
た
。
ほ
か

の
小
売
店
舗
で
は
い
ず
れ
も
一
〇
人
未
満
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
規
模
の
点
で
ほ
か
を
圧
倒
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

 

「
飲
食
料
品
小
売
業
」
の
商
店
数
は
昭
和
四
十
五
か
ら
平
成
十
六
年
に
か
け
て
約
六
割
に
減
少
し
て
い
る
。
従
業
員
数
は

一
九
九
〇
年
代
に
お
い
て
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
一
店
あ
た
り
従
業
員
数
は
昭
和
四
十
五
年
か
ら
三
〇
数
年
の
間

に
二
倍
以
上
に
高
ま
っ
て
い
る
。「
各
種
商
品
小
売
業
」
に
は
到
底
及
ば
な
い
が
、
あ
る
程
度
の
規
模
を
備
え
た
商
店
が
開
店
し
た
こ

と
が
推
測
で
き
る
。

　

こ
の
二
つ
の
小
売
業
に
対
し
て
、
ほ
か
の
小
売
業
は
い
ず
れ
の
数
字
も
大
き
な
変
化
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
零
細
性
も
さ
ほ
ど
解

消
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。

　

次
に
小
売
業
の
立
地
的
側
面
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
小
売
業
に
お
い
て
商
店
は
一
般
に
一
定
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
て

立
地
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
利
用
者
に
対
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
（
一
地
点
で
多
種
類
の
買
物
が
で
き
る
）

や
品
揃
え
の
点
で
便
利
さ
を
与
え
て
い
る
。

　

2
‐
12
か
ら
昭
和
四
十
四
年
以
降
の
商
店
街
・
市
場
の
商
店
数
の
変
化
を
み
た
時
、
さ
し
あ
た
り
二
つ
の
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

る
。

　

一
つ
は
在
来
の
商
店
街
・
市
場
に
お
け
る
商
店
数
の
減
少
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、「
三
八
通
商
店
街
」
に
お
い
て
明
瞭
に
現

れ
て
お
り
、
昭
和
四
十
四
年
に
は
七
〇
店
舗
あ
っ
た
も
の
が
、
三
十
年
後
の
平
成
十
年
に
は
二
〇
店
舗
前
後
へ
と
大
幅
に
減
少
し
て
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い
る
。
ほ
か
に
も

「
本
通
商
店
街
」

の
よ
う
に
大
き
く

店
舗
数
を
減
ら
し

て
い
る
団
体
が
あ

る
。

　

も
う
一
つ
は
、

一
九
八
〇
年
代
以

降
に
お
け
る
新
た

な
団
体
の
出
現
を

あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
と
り
わ
け

目
を
引
く
の
が
「
ラ
ポ
ル
テ
会
」
で
あ
り
、
加
盟
店
舗
数
は
一
〇
〇
を
超
え
、
市
内
で
は
群
を
抜
い
て
多
い
。
こ
れ
は
、
後
述
す

る
よ
う
に
、
国
鉄
（
現
J
R
）
芦
屋
駅
北
側
に
駅
前
再
開
発
事
業
の
一
環
と
し
て
昭
和
六
十
一
年
に
開
設
さ
れ
た
商
業
施
設
で
あ

る
。
ほ
か
に
も
、
同
駅
前
再
開
発
事
業
に
関
わ
っ
て
新
た
に
設
立
さ
れ
た
も
の
や
、
既
存
で
あ
っ
て
も
そ
の
内
部
構
成
を
大
き
く
変

え
た
団
体
と
し
て
、「
駅
西
商
店
街
」、「
モ
ン
テ
メ
ー
ル
会
」、「
ラ
ポ
ル
テ
北
館
」、「
ラ
ポ
ル
テ
東
館
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
先
の
ラ
ポ
ル

2-12　市内商店街・小売市場会員数の推移
（出典）『新修芦屋市史』本篇（芦屋市役所、1971年）986-987

頁、『兵庫県商店連合会25年史』（兵庫県商店連合会、
1974年）386-401頁、『兵庫商店街・小売市場団体名簿

（昭和62年版）』（兵庫県商工部、1987年）24頁、『兵庫
県商店街・小売市場団体名簿（平成2年版）』（兵庫県商
工部、1990年）26頁、『兵庫県商店街・小売市場団体名簿

（平成10年版）』（兵庫県商工部、1999年）28頁

番号 名　　称 昭和44年
（1969）

昭和49年
（1974）

昭和62年
（1987）

平成2年
（1990）

平成12年
（1998）

1 三八通商店街 70 65 54 36 22
2 川西商店街 66 70 74 40
3 山手商店街 65 65 63 48 39
4 本通商店街 64 55 47 33 16
5 駅西商店街 46 43 46 47 50
6 大原市場 45 46 46 46
7 甲陽市場 43 45 42 36
8 打出浜センター街 42 41
9 浜東商店街 37 37 33 26
10 打出商店街 31 29 28 30 29
11 打出市場 31 31 28 10
12 駅東商店街 28 37 37 19 12
13 浜芦屋商交会（浜西商店街） 24 42 43 41
14 東南商盛会 17
15 芦屋市場 14 16
16 米親会 22 22 19
17 五番街商店街 26 18 18
18 芦屋浜センター（協） 44 36 20
19 センターロード 11 10
20 芦屋川会 14 14
21 ラポルテ会 124 109
22 芦屋浜専門店会 8 7
23 モンテメール会 36 29
24 芦屋浜東サブセンター 10
25 ラポルテ北館 25
26 グリーンロード商店会 9
27 ラポルテ東館 54
28 大原東商店会 30

合　　計 623 670 453 724 611
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テ
会
と
あ
わ
せ
る
と
優
に
二
〇
〇
を
超
え
る
店
舗
が
芦
屋
駅
前
に
立
地
し
て
い
る
。

市
内
の
総
商
店
数
を
一
三
〇
〇
と
す
れ
ば
（
2
‐
10
）、
そ
の
約
五
分
の
一
が
こ
こ

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
市
の
商
業
が
発
展
す
る
な
か
で
、
駅
前
再
開
発
事
業
が
看
過

で
き
な
い
重
み
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

三
． 

駅
前
再
開
発
事
業
と
市
内
小
売
業

　

諸
商
業
ビ
ル
の
完
成　
　

2
‐
13
の
写
真
は
『
芦
屋
今
む
か
し　

市
政
施
行
五
十

周
年
記
念
写
真
集
』（
本
市
編
・
発
行
、
平
成
二
年
、
一
二
二
頁
）
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
国
鉄
（
現
J
R
）
芦
屋
駅
前
で
あ
る
。
芦
屋
駅
は
大
正

二
（
一
九
一
三
）
年
に
開
業
し
、
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
に
快
速
列
車
が
停

車
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
同
駅
は
市
内
の
阪
神
電
鉄
芦
屋
駅
・
同
打
出
駅
・
阪

急
電
鉄
芦
屋
川
駅
よ
り
乗
降
客
が
多
く
、
駅
の
周
囲
に
は
商
店
街
・
市
場
が
あ
っ

た
。

　

本
市
の
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
昭
和
二
十
年
は
約
三
万
一
〇
〇
〇
人
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
約
二
十
年
の
間
に
二
倍
以
上
に
増
加
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

2-13　駅前広場整備前の国鉄芦屋駅
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ず
、
国
鉄
芦
屋
駅
周
辺
の
道
路
や
店
舗
な
ど
の
状
況
は
終
戦
当
時
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
（「
広
報
あ
し
や
」
昭
和

五
十
三
年
五
月
五
日
号
）。
本
市
の
都
市
化
が
進
む
一
方
で
、
都
市
環
境
の
整
備
の
遅
れ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

そ
こ
で
、
市
内
交
通
の
拠
点
で
あ
り
、
さ
ら
に
商
業
の
中
心
で
あ
る
国
鉄
芦
屋
駅
周
辺
の
整
備
が
必
要
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
昭

和
四
十
五
年
に
は
「
芦
屋
市
総
合
計
画
基
本
構
想
」
が
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
「
国
鉄
芦
屋
駅
前
地
区
整
備
基
本
計
画
」
が
策

定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
商
業
者
・
消
費
者
・
住
民
・
地
元
権
利
者
と
い
っ
た
種
々
の
立
場
に
立
っ
た
調
査
が
な
さ
れ
、
将
来
計
画
と

し
て
反
映
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
市
の
事
業
に
先
立
ち
、
国
鉄
は
昭
和
五
十
五
年
に
駅
ビ
ル
「
モ
ン
テ
メ
ー
ル
」
を
開
業
し
た
。
ち
な
み
に
、
そ
の
運
営

に
あ
た
っ
て
い
た
芦
屋
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
株
式
会
社
は
、
平
成
十
八
年
七
月
に
神
戸
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
株
式
会
社
、
株
式
会
社

明
石
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
合
併
し
、
神
戸
S
C
開
発
株
式
会
社
と
な
っ
た
。
モ
ン
テ
メ
ー
ル
の
商
業
圏
は
広
く
、
市
内
す

べ
て
の
地
区
に
お
い
て
食
料
品
購
入
先
と
し
て
上
位
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
、
再
開
発
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
必
要
な
施
行
条
例
の
制
定
や
用
地
買
収
、
既
存
商
店
の
仮
設
店
舗
へ
の
移
住

な
ど
が
順
次
実
行
に
移
さ
れ
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
市
街
地
再
開
発
組
合
の
方
式
が
選
ば
れ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
五
十
八
年
に
駅

西
側
に
「
ア
ル
パ
芦
屋
」
が
、
北
側
に
「
ラ
ポ
ル
テ
（
本
館
）」
が
昭
和
六
十
一
年
に
完
成
し
た
（
ラ
ポ
ル
テ
東
館
は
平
成
四
年
、

同
北
館
は
平
成
六
年
完
成
）。
そ
し
て
ア
ル
パ
芦
屋
の
さ
ら
に
西
側
に
は
「
ラ
リ
ー
ブ
」（
平
成
元
年
完
成
）
が
、
駅
の
東
側
に
は

「
ラ
・
モ
ー
ル
芦
屋
」
が
完
成
し
た
（
平
成
五
年
）。
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四
． 
市
の
商
工
政
策

　

昭
和
四
十
五
か
ら
五
十
年　
　

こ
の
時
期
に
お
い
て
駅
前
再
開
発
は
ま
だ
計
画
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
主
た
る
問
題
は
大
型

店
・
中
型
店
の
出
店
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
間
の
商
業
施
策
は
次
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
た
。

　

昭
和
四
十
六
年
に
は
零
細
企
業
向
け
の
融
資
制
度
の
拡
大
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
市
内
事
業
所
の
実
態
把
握
と
指
導
資
料
を
得
る

た
め
、
臨
時
商
業
調
査
会
に
委
託
し
て
事
業
所
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。

　

翌
昭
和
四
十
七
年
に
は
経
営
指
導
を
強
化
す
る
た
め
、
市
商
工
会
と
も
定
期
的
に
協
議
が
行
な
わ
れ
、
各
商
店
を
指
導
員
が
巡
回

す
る
こ
と
に
力
が
注
が
れ
た
。
商
業
近
代
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
各
地
域
の
商
業
者
と
の
会
合
が
定

期
的
に
開
か
れ
た
。
ま
た
商
業
共
同
施
設
補
助
金
の
制
度
を
改
善
し
多
数
の
利
用
を
み
た
。

　

昭
和
四
十
八
年
に
は
商
業
近
代
化
計
画
を
促
進
す
る
た
め
、
国
鉄
芦
屋
駅
前
商
業
地
区
、
芦
屋
浜
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
甲
陽
市
場
の

経
営
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
ほ
か
に
も
、
商
業
振
興
の
た
め
商
業
共
同
施
設
の
設
置
に
対
す
る
助
成
が
な
さ
れ
た
。
金
融
対
策
と
し

て
は
、「
商
業
近
代
化
融
資
制
度
」
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。
中
小
企
業
融
資
制
度
の
充
実
と
あ
わ
せ
、
融
資
枠
の
増
大
、
融
資
限
度
額

の
引
上
げ
な
ど
を
行
な
い
、
困
難
な
金
融
情
勢
の
な
か
で
必
要
資
金
の
円
滑
な
供
給
が
図
ら
れ
た
。

　

昭
和
四
十
九
年
に
は
県
の
手
に
よ
っ
て
芦
屋
市
広
域
商
業
診
断
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
消
費
購
買
力
の
市
外
流
出
や
大
型
商
業

施
設
の
進
出
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
商
業
発
展
の
将
来
方
向
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
商
業
施
策
と
し
て
取
ら
れ
た
の
は
調
査
・
経
営
指
導
・
融
資
の
三
つ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
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が
、
以
後
も
こ
れ
ら
は
市
の
中
心
的
施
策
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

昭
和
五
十
一
か
ら
五
十
五
年　
　

広
域
診
断
が
昭
和
五
十
一
年
に
ア
ス
テ
ム
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
、
国
鉄
芦
屋
駅
前
ビ
ル
な
ど

大
型
・
中
型
店
の
進
出
対
策
と
し
て
、
県
、
市
商
工
会
と
の
合
同
で
実
施
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
五
年
に
は
、
同
様
に
広
域
商
業
診
断

が
実
施
さ
れ
る
と
同
時
に
、
中
小
企
業
融
資
制
度
の
拡
充
も
図
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
ほ
か
、
こ
の
時
期
の
特
徴
と
し
て
大
型
店
舗
・
中
型
店
舗
の
出
店
に
対
す
る
調
整
が
活
発
化
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

昭
和
五
十
二
年
に
は
大
型
店
舗
の
進
出
対
策
と
し
て
、
進
出
予
定
の
店
舗
へ
行
政
指
導
を
行
な
っ
た
。
注
目
さ
れ
る
の
は
「
芦
屋

市
中
型
小
売
商
業
店
舗
指
導
要
綱
」
の
制
定
で
あ
る
。
中
型
店
の
調
整
を
目
的
と
す
る
こ
の
要
綱
に
基
づ
き
、
昭
和
五
十
三
年
に
は

四
件
の
調
整
、
昭
和
五
十
四
年
に
は
六
件
の
調
整
お
よ
び
行
政
指
導
が
行
な
わ
れ
た
。

　

同
時
に
、
昭
和
五
十
五
年
に
完
成
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
国
鉄
芦
屋
駅
ビ
ル
（
芦
屋
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
㈱
）
に
対
し
昭
和

五
十
二
年
、
市
は
出
資
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
は
地
元
商
業
者
な
ど
の
立
場
か
ら
の
調
整
を
出
資
者
と
し
て
行
な
う
た
め
で
あ
っ
た
。

ま
た
昭
和
五
十
三
年
に
は
、
大
型
店
舗
進
出
対
策
と
し
て
、
市
商
工
会
、
商
業
活
動
調
整
協
議
会
を
通
じ
て
、
二
件
の
調
整
を
図
っ

て
い
る
（
ア
ス
テ
ム
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
・
芦
屋
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
）。

　

昭
和
五
十
六
か
ら
六
十
年　
　

こ
の
時
期
に
お
い
て
も
各
種
の
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
ず
昭
和
五
十
六
年
に
は
購
買
・
通
行

量
・
小
売
店
経
営
に
関
す
る
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
大
規
模
小
売
店
舗
の
出
店
調
整
と
、
地
域
商
業
の
振
興
を
目
的
と
し
た

商
業
調
整
振
興
指
標
の
作
成
の
た
め
で
あ
っ
た
。
加
え
て
調
整
の
た
め
の
調
査
も
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
も
と
に
「
商
業
調
整

指
標
」
が
作
成
さ
れ
（
昭
和
五
十
七
年
）、
大
型
店
出
店
計
画
の
た
め
の
調
整
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
昭
和
六
十
年
に
は
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広
域
商
業
診
断
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

指
導
も
前
期
同
様
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。「
地
盤
沈
下
」
の
著
し
い
中
央
地
区
商
店
街
（
本
通
商
店
街
・
三
八
通
商
店
街
・
甲
陽
市

場
）
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
七
年
、
そ
の
活
性
化
の
た
め
の
建
替
計
画
へ
向
け
て
調
整
・
指
導
が
行
な
わ
れ
た
。
昭
和
六
十
年
に

は
「
芦
屋
市
中
央
地
区
近
代
化
研
究
会
」
が
設
け
ら
れ
、
活
性
化
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

融
資
で
は
、
中
小
企
業
融
資
制
度
に
よ
る
商
業
の
近
代
化
を
め
ざ
し
て
、
国
鉄
芦
屋
駅
前
西
地
区
（
ア
ル
パ
芦
屋
）
な
ら
び
に
周

辺
の
店
舗
改
装
に
対
す
る
近
代
化
融
資
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
。

　

昭
和
五
十
七
年
に
は
既
存
の
中
小
小
売
業
を
守
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
大
規
模
小
売
店
舗
（
第
二
種
、
マ
ル
エ
ー
春
日
店
）
の

出
店
抑
制
の
指
導
や
、
中
型
小
売
店
舗
指
導
要
綱
に
よ
る
芦
屋
駅
前
再
開
発
事
業
（
西
地
区
）
の
届
出
に
か
か
る
調
整
を
行
な
う
な

ど
、
調
整
は
よ
り
活
発
化
し
た
。

　

翌
昭
和
五
十
八
年
に
も
大
型
店
・
中
型
店
の
出
店
抑
制
の
指
導
が
な
さ
れ
、
大
規
模
小
売
店
舗
第
二
種
の
マ
ル
エ
ー
春
日
店
の
調

整
、
中
川
無
線
芦
屋
店
の
調
整
お
よ
び
中
型
小
売
店
舗
指
導
要
綱
に
よ
る
届
出
の
調
整
が
行
な
わ
れ
た
。
翌
昭
和
五
十
九
年
に
も
ミ

ニ
コ
ー
プ
の
出
店
調
整
が
行
な
わ
れ
た
。

　

ま
た
昭
和
六
十
年
に
は
県
の
「
に
ぎ
わ
い
と
憩
い
の
あ
る
街
づ
く
り
」
事
業
に
芦
屋
浜
セ
ン
タ
ー
が
指
定
さ
れ
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
が
作
成
さ
れ
た
。

　

昭
和
六
十
一
か
ら
平
成
二
年　
　

先
に
み
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
以
降
、
ラ
ポ
ル
テ
を
は
じ
め
と
し
て
芦
屋
駅
前
再
開
発
が
本
格

化
し
た
。
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ま
ず
調
査
に
つ
い
て
は
、
中
央
地
区
商
店
街
の
商
業
調
査
（
昭
和
六
十
一
年
）、
J
R
芦
屋
駅
周
辺
通
行
量
調
査
等
商
業
調
査

（
昭
和
六
十
二
年
）、
県
・
市
・
市
商
工
会
の
三
者
に
よ
る
「
芦
屋
市
広
域
商
業
診
断
」（
平
成
二
年
）、
市
商
工
会
の
協
力
を
得
た

「
芦
屋
市
消
費
者
動
向
調
査
」（
平
成
二
年
）
が
実
施
さ
れ
た
。

　

指
導
に
関
し
て
は
、
山
手
商
店
街
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
を
受
け
、
具
体
的
な
施
設
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
（
昭
和

六
十
二
年
）。
こ
れ
は
県
指
定
の
「
に
ぎ
わ
い
と
憩
い
の
あ
る
街
づ
く
り
」
事
業
（
二
年
目
）
へ
の
対
応
で
あ
る
。
ま
た
再
開
発
地

区
と
な
っ
て
い
る
大
原
地
区
で
は
、
平
成
元
年
に
決
定
に
至
っ
た
都
市
計
画
に
関
連
し
て
、
事
業
計
画
の
ま
と
め
、
商
業
計
画
の
指

導
・
監
督
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
。

　

大
き
な
変
化
と
し
て
は
、
昭
和
六
十
三
年
の
「
芦
屋
市
商
業
活
性
化
対
策
協
議
会
」
の
結
成
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
市
内
商
業

の
振
興
策
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ほ
か
に
県
の
「
に
ぎ
わ
い
と
憩
い
の
あ
る
街
づ
く
り
」
事
業
が
複
数
の
商
店
街

で
行
な
わ
れ
た
。
昭
和
六
十
三
年
に
最
終
年
度
（
三
年
目
）
を
迎
え
る
山
手
商
店
街
で
は
共
同
施
設
の
整
備
を
行
な
っ
た
。
同
じ
年

に
新
た
に
指
定
を
受
け
た
五
番
街
商
店
街
で
は
、
今
後
の
施
設
づ
く
り
を
検
討
す
る
た
め
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
翌
年
に

は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
を
受
け
、
具
体
的
な
施
設
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
。

　

平
成
三
か
ら
七
年　
　

平
成
三
年
に
お
い
て
は
、
前
年
度
に
実
施
し
た
「
芦
屋
市
広
域
商
業
診
断
」
と
「
消
費
者
動
向
調
査
」
に

基
づ
き
、
冊
子
『
市
場
・
商
店
街
の
活
性
化
を
考
え
よ
う
』
を
作
成
し
た
。
こ
れ
は
商
業
者
自
ら
が
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

を
促
す
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
二
年
と
三
年
に
は
、
改
正
大
店
法
の
施
行
や
長
引
く
経
済
不
況
に
伴
っ
て
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
た
商
業
環
境
に
対
応
す
る
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た
め
、
市
商
工
会
と
連
携
し
て
商
店
街
・
市
場
の
協
同
施
設
整
備
費
の
一
部
補
助
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
、
研
修
会
な
ど
を
通
じ
て

の
意
識
の
高
揚
を
図
っ
た
。

　

平
成
六
年
度
に
は
、
震
災
で
市
内
の
商
店
街
・
市
場
の
約
七
〇
％
が
全
半
壊
の
被
害
を
受
け
た
た
め
、
災
害
復
旧
資
金
融
資
制
度

を
創
設
し
た
。
災
害
復
旧
資
金
と
一
般
資
金
を
あ
わ
せ
て
五
一
件
、
三
億
円
以
上
の
資
金
融
資
斡
旋
を
行
な
っ
た
。
平
成
七
年
に
お

い
て
も
商
業
復
興
に
資
す
る
た
め
、
新
た
に
共
同
仮
設
店
舗
の
設
置
に
対
す
る
補
助
金
制
度
を
創
設
し
た
。

　

平
成
八
か
ら
十
六
年　
　

平
成
八
年
に
は
芦
屋
市
内
消
費
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
な
か
で
、
商
店
街
や
共
同
イ
ベ
ン
ト

へ
の
助
成
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
を
行
な
っ
た
。
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
連
し
て
、
平
成
九
年
に
は
建
物
移
転
が
生
じ
る
商
業

者
に
対
し
て
地
区
内
に
仮
設
店
舗
を
建
設
し
、
仮
換
地
の
使
用
収
益
開
始
ま
で
営
業
が
継
続
で
き
る
よ
う
措
置
し
た
。
ま
た
平
成
十

年
に
は
本
市
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発
行
す
る
な
ど
、
市
商
工
会
・
商
店
連
合
会
と
連
携
し
、
市
内
外
か
ら
の
集
客
力
を
高
め
る

た
め
の
方
策
が
講
じ
ら
れ
た
。
平
成
十
二
年
に
は
市
商
工
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
充
実
の
た
め
に
支
援
を
行
な
い
、
検
索
ソ
フ
ト
の
作

成
を
実
現
し
た
。

　

平
成
十
四
年
に
は
商
店
街
の
活
性
化
対
策
と
し
て
、「
活
力
あ
る
ま
ち
な
か
商
店
街
づ
く
り
促
進
事
業
補
助
制
度
」
を
創
設
し
た
。

こ
れ
は
生
活
支
援
事
業
、
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
事
業
、
ミ
ニ
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ツ
プ
事
業
を
補
助
対
象
と
す
る
制
度
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
市
の
商
業
政
策
は
調
査
・
経
営
指
導
・
融
資
に
よ
る
商
店
街
の
活
性
化
と
、
さ
ら
に
大
型
店
の
出
店
調
整
を
軸

に
し
つ
つ
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
基
底
に
は
、
市
外
へ
流
出
し
が
ち
な
購
買
力
を
市
内
へ
引
き
止
め
、
さ
ら
に
市
外
か
ら
の
購
買
力
の

流
入
を
促
す
こ
と
で
市
域
の
商
業
振
興
を
め
ざ
す
要
素
と
、
市
内
の
市
街
地
再
開
発
が
進
む
な
か
で
生
じ
た
在
来
の
商
店
街
・
市
場

二
二
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の
「
地
盤
沈
下
」
を
押
し
と
ど
め
よ
う
と
す
る
要
素
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

再
開
発
の
評
価　
　

ま
ず
本
市
の
商
業
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
商
店
数
・
従
業
員
数
・
販
売
額
・
経
営
規
模
に
お
い
て
増
大

が
み
ら
れ
た
。
そ
れ
は
卸
売
業
・
小
売
業
・
飲
食
店
と
い
っ
た
業
種
に
よ
り
若
干
の
時
期
的
な
ズ
レ
が
あ
っ
た
が
、
お
お
む
ね
共
通

し
た
現
象
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
商
業
の
発
展
を
牽
引
し
た
要
素
の
う
ち
、
市
内
商
業
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
は
大
型
店
の
進
出
と
、
国
鉄
芦
屋
駅
前

再
開
発
事
業
が
重
要
で
あ
っ
た
。
当
初
は
計
画
に
対
す
る
反
対
も
強
か
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
は
都
市
開
発
事
業
の
一
環
と
し
て
受

容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
市
内
の
商
業
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
そ
の
零
細
性
や
地
理
的
分
散
性
な
ど
は
改
善
の
方

向
に
向
か
っ
た
の
は
間
違
い
な
く
、
そ
の
意
味
で
は
、
都
市
再
開
発
事
業
を
推
進
し
た
市
の
施
策
は
一
定
の
成
果
を
あ
げ
た
と
い
え

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
影
で
は
多
く
の
既
存
商
店
の
廃
業
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　

第
五
節　

消
費
生
活

一
． 

市
民
の
消
費
生
活　

　

家
計
の
収
入
と
支
出　
　

家
計
は
家
庭
生
活
を
営
む
た
め
の
収
入
と
支
出
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
収
入
は
実
収
入
（
賃
金
・

二
二
六
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自
営
業
収
入
な
ど
）
と
実
収
入
外
収
入
（
借

金
・
贈
与
・
貯
金
引
き
出
し
な
ど
）
か
ら
成

り
立
ち
、
支
出
は
実
支
出
（
生
活
費
・
税
金

な
ど
）
と
実
支
出
外
支
出
（
貯
蓄
な
ど
）
か

ら
成
り
立
つ
。
市
民
の
消
費
生
活
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
面
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

こ
こ
で
は
家
庭
生
活
を
営
む
た
め
の
収
入
と

支
出
の
面
か
ら
み
て
い
く
。

　

2
‐
14
は
、「
勤
労
者
一
世
帯
あ
た
り
一
か

月
の
収
入
と
支
出
」
を
十
年
ご
と
に
表
し
た

も
の
で
あ
る
。
統
計
上
、
サ
ン
プ
ル
数
が
少

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数
字
に
若
干
の
片
寄
り

が
あ
る
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
時
期
の
本
市
民
の
消
費
生
活
を
県

下
市
部
と
比
較
し
な
が
ら
み
て
い
こ
う
。
な

お
、
表
中
の
「
可
処
分
所
得
」
と
は
、
実
収

2-14　本市および県下市部平均収入・支出一覧　（資料）「市統計書」

昭和49（1974）年 昭和59（1984）年 平成6（1994）年 平成16（2004）年
芦屋市 県下市部平均 芦屋市 県下市部平均 芦屋市 県下市部平均 芦屋市 県下市部平均

世帯人員 3.52 3.82 3.33 3.85 3.85 3.72 3.2 3.41
有業人員 1.18 1.42 1.28 1.48 1.25 1.59 1.48 1.62

年間収入（千円） 3,696 2,659 6,013 5,760 11,303 8,322 8,628 7,453
実収入 ― ― 403,560 383,315 712,762 545,800 568,217 505,898
可処分所得 ― ― 329,130 321,720 542,247 449,742 466,860 427,600

実支出 ― ― 350,899 345,442 621,125 463,168 395,238 415,235
消費支出 185,255 147,323 276,469 283,847 450,609 367,111 293,881 336,937

食料費 53,329 51,086 75,354 81,548 99,657 89,358 72,484 73,581
住居費 23,741 14,218 16,568 12,878 33,880 21,536 11,590 19,835
光熱費 4,968 4,512 14,081 15,353 17,979 18,511 18,032 18,754
被服費 18,634 16,644 20,735 19,240 36,855 20,507 20,545 14,659
教育費 5,095 3,416 5,868 13,190 34,658 25,658 7,249 25,552
教養娯楽費 17,171 11,812 26,365 24,137 46,598 33,984 37,660 33,074
保健医療費 3,120 3,953 3,572 6,779 7,869 9,059 7,514 11,125
交通通信費 7,116 4,821 41,688 30,376 77,545 42,916 38,888 49,920
その他の消費支出 52,081 40,062 72,238 80,346 95,568 105,582 79,919 90,437

非消費支出（税金） ― ― 74,430 61,595 170,516 96,057 101,357 78,298
実支出外支出（預・貯金） ― ― 52,661 37,873 91,637 82,632 172,979 90,663

平均消費性向（％） ― ― 84 88.2 83.1 81.6 62.9 78.8
平均貯蓄性向（％） ― ― 16 11.8 16.9 18.4 37.1 21.2

エンゲル係数（％） 28.8 34.7 27.3 28.7 22.1 24.3 24.7 21.8
可処分所得＝実収入－非消費支出、または消費支出＋預貯金その他
実 支 出＝消費支出＋非消費支出
非消費支出＝所得税・住民税・固定資産税・各種社会保険料など
平均消費性向＝消費支出÷可処分所得× 100
平均貯蓄性向＝預・貯金その他÷可処分所得× 100
エンゲル係数＝食料費÷消費支出× 100

二
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入
か
ら
所
得
税
・
住
民
税
な
ど
の
直
接
税
や
、
社
会
保
険
料
な
ど
を
差
し
引
い
た
額
で
、
家
計
が
実
際
に
消
費
や
貯
蓄
に
使
え
る
金

額
を
い
う
。

　

昭
和
四
十
九
年　
　

こ
の
年
の
両
世
帯
に
お
け
る
実
収
入
や
可
処
分
所
得
、
非
消
費
支
出
（
税
金
や
社
会
保
険
料
な
ど
）
等
に

つ
い
て
は
、
数
字
の
記
載
が
な
い
の
で
、
所
得
や
貯
蓄
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
消
費
に
関
し

て
は
、
本
市
世
帯
の
消
費
支
出
は
、
一
八
万
五
〇
〇
〇
円
、
そ
の
う
ち
食
料
費
は
五
万
三
〇
〇
〇
円
、
県
下
市
部
世
帯
の
場
合
は

五
万
一
〇
〇
〇
円
で
、
両
者
の
金
額
に
大
き
な
差
は
な
い
が
、
消
費
支
出
に
占
め
る
割
合
を
示
す
エ
ン
ゲ
ル
係
数
は
、
本
市
世
帯
の

場
合
は
二
八
・
八
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
県
下
市
部
の
そ
れ
は
三
四
・
七
％
と
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

住
居
費
は
本
市
世
帯
の
場
合
の
方
が
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
で
は
土
地
・
家
屋
を
貸
し
付
け
て
い
る
地
主
・
家
主
の

比
率
が
比
較
的
高
く
（
第
一
節
一
．
事
業
所
の
特
徴
と
変
遷
参
照
）、
そ
の
分
、
借
地
・
借
家
率
が
他
都
市
と
比
べ
て
や
や
高
く
、

そ
れ
が
住
居
費
の
額
に
反
映
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
年
に
本
市
世
帯
が
支
出
し
た
教
養
娯
楽
費
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
そ
の
他
電
子
機
器
の
購
入
費
・
書
籍
代
・
文
房
具
・
旅
行
の
代

金
・
各
種
入
場
料
な
ど
）
は
一
万
七
〇
〇
〇
円
（
県
下
市
部
世
帯
は
一
万
二
〇
〇
〇
円
）
で
、
率
に
し
て
一
〇
％
に
満
た
ず
決
し
て

多
い
と
は
い
え
な
い
。

　

昭
和
五
十
九
年　
　

本
市
世
帯
の
可
処
分
所
得
は
三
二
万
九
一
〇
〇
円
、
県
下
市
部
世
帯
は
三
二
万
一
七
〇
〇
円
で
大
き
な
相
異

は
な
い
。
消
費
支
出
合
計
も
両
者
の
間
に
大
き
な
差
は
な
い
が
、
住
居
費
と
交
通
通
信
費
が
本
市
の
方
が
や
や
高
く
な
っ
て
い
る
。

問
題
は
、
預
貯
金
そ
の
ほ
か
の
貯
蓄
（
以
下
貯
蓄
額
と
い
う
）
の
額
で
あ
る
。
本
市
世
帯
の
場
合
は
五
万
三
〇
〇
〇
円
に
対
し
、
県

二
二
八
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下
市
部
世
帯
は
三
万
八
〇
〇
〇
円
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
本
市
世
帯
の
高
い
貯
蓄
意
欲
が
数
字
の
上
で
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
本
市

民
の
貯
蓄
率
の
高
さ
は
こ
れ
以
降
も
ほ
ぼ
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
。

　

平
成
六
年　
　

ま
ず
、
両
者
の
可
処
分
所
得
に
か
な
り
の
差
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
本
市
世
帯
は
五
四
万
二
〇
〇
〇
円
、

県
下
市
部
世
帯
が
四
五
万
円
、
金
額
に
し
て
九
万
円
強
多
く
な
っ
て
い
る
。
支
出
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
本
市
世
帯
の
方
が
多

く
な
っ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
教
養
娯
楽
費
と
交
通
通
信
費
に
顕
著
な
差
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
教
養
娯
楽
費
と
し
て
支
出
さ
れ
た

額
は
、
本
市
世
帯
の
場
合
は
四
万
七
〇
〇
〇
円
、
県
下
市
部
世
帯
で
は
三
万
四
〇
〇
〇
円
で
、
額
に
し
て
一
万
三
〇
〇
〇
円
、
率
に

し
て
約
四
〇
％
、
本
市
世
帯
の
方
が
多
い
。
文
化
的
な
活
動
や
レ
ジ
ャ
ー
活
動
に
か
な
り
の
金
額
と
時
間
が
費
や
さ
れ
て
い
る
と
い

え
る
。
交
通
運
賃
・
各
種
電
話
代
・
自
動
車
購
入
費
な
ど
が
含
ま
れ
る
交
通
通
信
費
は
本
市
世
帯
が
七
万
八
〇
〇
〇
円
、
県
下
市
部

世
帯
が
四
万
三
〇
〇
〇
円
で
、
三
万
五
〇
〇
〇
円
の
開
き
が
あ
る
。
具
体
的
な
使
途
は
不
明
で
あ
る
が
、
平
成
に
入
っ
て
急
速
に
普

及
す
る
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
多
く
費
や
さ
れ
て
い
る
と
推
測
し
う
る
。
こ
の
二
つ
の
項
目
に
多
額
の
金
額
を
支
出

し
た
た
め
か
、
こ
の
年
の
本
市
世
帯
の
貯
蓄
額
は
、
金
額
に
し
て
九
万
一
六
〇
〇
円
、
県
下
市
部
世
帯
の
場
合
は
八
万
二
六
〇
〇
円

で
、
額
で
は
九
〇
〇
〇
円
本
市
世
帯
の
方
が
多
い
が
、
平
均
貯
蓄
性
向
は
一
六
・
九
％
で
、
県
下
市
部
世
帯
の
一
八
・
四
％
よ
り
低
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

平
成
十
六
年　
　

可
処
分
所
得
で
は
、
本
市
世
帯
は
四
六
万
七
〇
〇
〇
円
、
県
下
市
部
世
帯
の
場
合
は
四
二
万
八
〇
〇
〇
円
で
、

三
万
九
〇
〇
〇
円
の
開
き
が
あ
る
。
し
か
し
、
消
費
支
出
に
関
し
て
は
、
逆
に
本
市
世
帯
の
方
が
四
万
三
〇
〇
〇
円
少
な
く
な
っ
て

い
る
。
県
下
市
部
世
帯
の
教
育
費
が
一
万
八
〇
〇
〇
円
、
交
通
通
信
費
が
一
万
一
〇
〇
〇
円
本
市
世
帯
よ
り
多
く
支
出
さ
れ
て
い

二
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る
。
大
き
な
開
き
は
や
は
り
貯
蓄
額
に
あ
る
。
本
市
世
帯
の
貯
蓄
額
は
こ
の
年
一
七
万
三
〇
〇
〇
円
を
記
録
し
、
県
下
市
部
世
帯
と

の
差
は
八
万
二
〇
〇
〇
円
に
及
び
、
県
下
市
部
世
帯
の
一
・
九
倍
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
均
貯
蓄
性
向
も
本
市
の
場
合

は
三
七
・
一
％
、
県
下
市
部
は
二
一
・
二
％
に
止
ま
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
昭
和
四
十
か
ら
平
成
十
年
代
に
至
る
期
間
の
本
市
と
県
下
市
部
の
勤
労
世
帯
の
収
入
と
支
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
消
費
生
活

の
あ
り
方
を
み
て
き
た
が
、
こ
の
期
間
を
通
じ
て
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
本
市
世
帯
の
可
処
分
所
得
が
、
全
期
間
を
通
し
て
県
下
市

部
世
帯
よ
り
か
な
り
高
い
こ
と
で
あ
る
。
特
に
平
成
六
年
で
は
県
下
市
部
世
帯
に
比
べ
て
二
〇
％
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
第
二
は
、

平
均
貯
蓄
性
向
が
、
一
部
の
年
を
除
い
て
県
下
市
部
世
帯
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
指
標
は
、
い
う
ま
で
も
な

く
、
連
動
し
て
お
り
、
可
処
分
所
得
の
多
さ
が
貯
蓄
率
の
高
さ
を
生
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
指
標
が
本
市
の
勤
労
世

帯
の
家
計
が
県
下
他
都
市
を
比
較
し
て
安
定
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

二
． 

消
費
者
協
会
の
活
動

　

消
費
者
協
会
の
設
立　
　

昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
六
月
、「
消
費
者
保
護
基
本
法
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
、
政
府
に
よ
る
消

費
者
保
護
行
政
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
本
市
で
は
、
市
の
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
や
地
区
婦
人
学
級
生
な

ど
三
八
人
が
集
ま
り
、「
消
費
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
」
を
結
成
し
、
消
費
者
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
食
品
の
安
全
性
や
生

活
習
慣
病
の
克
服
な
ど
が
課
題
と
な
り
、
消
費
者
の
意
識
も
し
だ
い
に
高
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
消
費
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
は
、

共
同
購
入
や
料
理
講
習
会
、
業
者
と
の
懇
談
会
を
開
催
す
る
な
ど
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
た
。
昭
和
四
十
五
年
に
は
伊
丹
・
西

二
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宮
・
尼
崎
・
宝
塚
・
川
西
・
三
田
の
各
消
費
者
協
会
に
本
市
の
同
グ
ル
ー
プ
が
加
わ
っ
て
阪
神
地
区
消
費
者
協
会
連
合
会
を
結
成

し
、
阪
神
地
区
の
消
費
者
が
連
携
し
て
消
費
生
活
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
四
十
七
年
に
は
同
グ
ル
ー
プ
の
会
員
数

は
二
〇
〇
人
を
超
え
、
翌
昭
和
四
十
八
年
に
は
「
芦
屋
市
消
費
者
協
会
」
と
改
称
し
、
会
員
数
二
五
〇
人
を
以
て
新
し
く
発
足
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

昭
和
五
十
年
、
県
立
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
消
費
者
団
体
の
活
動
発
表
の
場
と
し
て
「
第
一
回
消
費
者
プ
ラ
ザ
」
が
開
催

さ
れ
る
と
、
本
協
会
は
積
極
的
に
こ
れ
に
参
加
し
、「
海
と
魚
は
大
丈
夫
か
」
の
テ
ー
マ
で
発
表
し
、
海
の
汚
染
の
実
態
を
訴
え
た
。

以
後
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
に
こ
の
発

表
会
が
閉
じ
ら
れ
る
ま
で
、
震
災
の
年
を
除

い
て
毎
年
発
表
を
行
な
っ
て
い
る
（
毎
年
発

表
の
テ
ー
マ
は
2
‐
15
参
照
）。

　

昭
和
五
十
四
年
、
滋
賀
県
が
「
滋
賀
県
琵

琶
湖
の
富
栄
養
化
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
し
、
合
成
洗
剤
に
代
わ
っ
て
石
け
ん

の
使
用
を
す
す
め
る
運
動
が
行
な
わ
れ
る

と
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
本
協
会
は
市
長
に
石

け
ん
使
用
推
進
の
要
望
書
を
提
出
す
る
な
ど

2-15　本協会の継続事業
（資料）『芦屋市消費者協会 30 周年記念誌』

リ
サ
イ
ク
ル
教
室
の
開
設

く
ら
し
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー

「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
への
参
加

「
米
ま
つ
り
」
の
開
催

家
庭
用
品
修
理
会

家
庭
用
品
交
換
会

共
同
購
入

限
り
あ
る
資
源
活
用
の
た
め
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
フ
ォ
ー
ム
の

方
法
を
勉
強
し
、
生
か
す
。

県
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
八
人
の
「
く
ら
し
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
」
が

暮
ら
し
の
中
で
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つい
て
相
談
に
応
じ
る

平
成
五
年
の
「
第
六
回
さ
く
ら
ま
つ
り
」
か
ら
石
け
ん
や

食
品
な
ど
安
全
・
環
境
に
や
さ
し
い
商
品
を
選
ん
で
販
売

本
文
参
照

昭
和
五
十
三
年
よ
り
ハ
サ
ミ
・
包
丁
の
刃
物
研
ぎ
と
靴
の

修
理

昭
和
四
十
八
年
よ
り
、
家
庭
内
で
使
用
せ
ず
に
眠
っ
て
い
る
品

物
を
持
ち
寄
り
、
市
価
の
半
額
以
下
で
販
売
（
三
月
と
九
月
）

消
費
者
協
会
発
足
以
来
、
茶
・
し
ょ
う
油
・
味
噌
な
ど
の
食

品
、
石
け
ん
・
歯
磨
き
、
数
の
子
・
餅
米
な
ど
の
正
月
用
品
、

昭
和
六
十
三
年
か
ら
滋
賀
県
中
主
町
と
提
携
し
、
低
農
薬・

有
機
栽
培
米
「
シ
ル
キ
ー
ラ
イ
ス
（
こ
し
ひ
か
り
）」
の
購
入

二
三
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積
極
的
に
こ
の
運
動
に
参
加
し
、
外
部
と
の
連
携
を
い
ち
早
く
す
す
め
た
。
石
け
ん
使
用
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
こ
れ
以
後
平
成

五
年
ま
で
ほ
ぼ
毎
年
実
施
さ
れ
、
合
成
洗
剤
使
用
に
歯
止
め
を
か
け
る
役
割
を
果
た
し
た
。

　

食
生
活
の
西
洋
化
に
伴
っ
て
、
米
の
消
費
量
の
減
少
が
顕
著
に
な
り
、
昭
和
四
十
五
年
、
政
府
は
稲
作
生
産
調
整
＝
減
反
政
策
を

実
施
し
た
が
、
こ
れ
を
契
機
に
米
の
消
費
拡
大
運
動
が
全
国
で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
協
会
で
も
こ
の
運
動
を
積
極
的
に

推
し
進
め
、
市
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
昭
和
五
十
四
年
、
精
道
小
学
校
校
庭
で
「
米
ま
つ
り
」
を
実
施
し
、
つ
き
た
て
の
あ
ん
餅
や

ポ
ン
菓
子
を
販
売
し
、
米
の
消
費
拡
大
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
協
力
し
た
。
こ
の
「
米
ま
つ
り
」
は
、
そ
の
後
毎
年
開
催
さ
れ
、
特
に

平
成
元
年
か
ら
は
、
こ
の
年
か
ら
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
「
第
一
回
あ
し
や
秋
ま
つ
り
」
協
賛
の
か
た
ち
で
参
加
し
、
餅
つ
き
な

ど
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
年
に
は
、
浜
風
・
潮
見
・
岩
園
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
出
向
き
、
消
費
者

問
題
に
つ
い
て
情
報
提
供
と
話
し
合
い
を
す
る
「
消
費
者
教
室
」
を
開
く
な
ど
、
活
動
の
場
を
広
げ
た
。

　

平
成
四
年
に
は
、
本
協
会
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
第
二
六
回
市
民
文
化
賞
を
、
平
成
六
年
に
は
兵
庫
県
く
す
の
き
賞
を
、
平
成
九

年
に
は
兵
庫
県
環
境
保
全
功
労
者
知
事
表
彰
を
受
賞
し
た
。

　

平
成
十
三
年
に
は
本
市
で
「
阪
神
地
区
消
費
者
大
会
」
が
開
か
れ
、「
食
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
食
の
循
環
・
安
全
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
阪
神
地
区
の
人
々
と
活
発
な
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。
平
成
十
五
年
、
南
芦
屋
浜
に
人
工
海
浜
が
完
成

し
、
そ
れ
を
記
念
し
て
潮
芦
屋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
か
れ
た
が
、
こ
こ
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
販
売
し
た
り
、
買
い
物
袋
持
参
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
な
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
消
費
者
自
ら
が
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
活
動
を
継
続
し
て
き
た

（
2
‐
16
参
照
）。
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2-16　芦屋市消費者協会の活動　（資料）『芦屋市消費者協会 30 周年記念誌』

年　度 活　　動　　事　　項
昭和45年 西宮・尼崎・本市など阪神 7 市で阪神地区消費者協会連合会発足

昭和48年 芦屋市消費生活改善グループを芦屋市消費者協会と改名。過大包装追放
をはじめる。

昭和50年
「サッカリン追放要望書」を厚生大臣・知事・県議会に提出。県立神戸生
活科学センター主催「消費者プラザ」で「海と魚は大丈夫か」というテー
マで研究発表、以後毎年発表。

昭和51年 「消費者プラザ」で「電気冷蔵庫の価格への疑問」を研究発表。大豆タン
パクについて研究。

昭和52年 食品容器の包装に関して業者と懇談。「消費者プラザ」で「飼料の安全性
を考える」を発表。

昭和53年 石けんについて研究会と流通実態調査。「消費者プラザ」で「工業製品と
なった蓄肉」を発表。家庭用品修理会開催。

昭和54年 石けんの使用推進について市長に要望書提出。「消費者プラザ」で「照射
食品を考える　パートⅠ」を発表。「米まつり」を市と共催で精道小学校で開催。

昭和55年 「消費者プラザ」で「家庭用品交換会を考える」を発表。
昭和56年 石けんキャンペーン。「消費者プラザ」で「照射食品を考える　パートⅡ」を発表。
昭和57年 兵庫県消費者団体連絡協議会発足。「消費者プラザ」で「お米を見直す」を発表。

昭和58年 芦屋市消費者協会 10 周年記念表彰。「消費者プラザ」で「老後の備えは
充分ですか」を発表。

昭和59年 「消費者プラザ」で「無リン洗剤のゼオライト」を発表。

昭和60年 「輸入食品」「食品のトレイ包装」などについて調査。「消費者プラザ」で「コ
ピー食品を考える」を発表。

昭和61年 「消費者プラザ」で「くらしと輸入製品」を発表。
昭和62年 石けん使用推進キャンペーン。「消費者プラザ」で「お米を考える」を発表。
昭和63年 「消費者のつどい」開催。「消費者プラザ」で「通信販売の実態と意識」を発表。

平成元年 「第1回あしや秋まつり」に協賛して「米まつり」を実施。「消費者プラザ」で「特別
栽培米－今消費者の求める米－」を発表。市と共催でコミスク消費者教室開催。

平成02年 「消費者プラザ」で「今消費者の求める米Ⅱ」を発表。

平成03年 牛乳パックの回収についてダイエーと話し合う。IOCU（国際消費者機構）
幹部来芦。「消費者プラザ」で「おいしい水の安全性」を発表。

平成04年 芦屋市民文化賞受賞。「消費者プラザ」で「資源ゴミ回収の現状と今後」を発表。
平成05年 協会創立20周年。「消費者プラザ」で「リサイクルマップとごみの資源化」を発表。

平成06年 阪神・淡路大震災。悪質震災商法予防キャンペーン。「消費者プラザ」で「長
寿社会を家庭で」を発表。兵庫県くすのき賞受賞。

平成07年 総会記念講演「震災にかかわる暮らしの相談」開催。
平成08年 あしや三大まつり復活参加。「消費者プラザ」で「ペットボトルの回収について」を発表。

平成09年 兵庫県環境保全功労者知事表彰受賞。「消費者プラザ」で「芦屋の物価
は？」を発表。

平成10年 「消費者プラザ」で「衣服のリフォーム」を発表。

平成11年 震災5周年記念「伝えたいあの日」開催。「消費者プラザ」で「資源ゴミ収集の現
状」を発表。昭和50年の第1回から毎年参加してきたが、この回で終止符を打つ。

平成12年 「川づくりフォーラム・芦屋川、宮川見たまま感じたまま」開催。
平成13年 阪神地区消費者大会開催。
平成14年 「マイバッグ・キャンペーン」開催。
平成15年 「潮芦屋フェスティバル」に出展参加。「マイバッグ・キャンペーン」開催。
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